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参考２参考２参考２参考２．利用意向調査の概要．利用意向調査の概要．利用意向調査の概要．利用意向調査の概要    

Ⅰ．Ⅰ．Ⅰ．Ⅰ．調査の調査の調査の調査の実施実施実施実施概要概要概要概要    

（１）調査の目的 

○ 沿線住民等の新交通（BRT）利用意向を直接把握し、既存データより推計した需要予測

を補完する。 

○ 沿線住民等から、新交通導入に対する期待やニーズを把握する。 

○ 沿線住民等に対して、検討中の新交通を PRする。 

 

（２）調査の対象 

○ 対象地域は、旧日立電鉄線久慈浜駅～鮎川駅間を中心に幅約 1,000m の範囲とした。 

○ 調査対象者は対象地域内の居住者（15 歳以上）を基本とし、これを補完するため対象地

域に立地する事業所・高校への通勤･通学者へも実施した。 

《考え方》 

・ 範囲の幅は、物理的に新交通の利用可能性が高いと考えられる圏域として半径 500

ｍを想定。サンプル抽出・集計の便宜上、町丁目単位で設定した。 

・ 対象者の年齢は、日常的に単独での利用が想定され、かつ本人の回答が期待できる

15 歳以上に限定した。 ※対象人口：31,799 人（H22.5.1 時点） 

・ 対象地域を通行する旧日立電鉄線や路線バスの通勤通学利用者の大半は、地域内居

住者と推定される（H13 県北 PT 調査より、利用者の 9 割以上が地域内居住者）ため、

新交通の利用者も大半は地域内居住者になると想定される。 

しかし、新交通導入の PRや、運行計画・施設計画検討の基礎資料収集を考慮し、沿

線の事業所・高校に対しても調査を実施した。 

    

 

図 調査対象者イメージ 

 

 

Ａ 対象地域内在住者 Ｂ.対象地域内への 

通勤・通学者 

※15 歳以上の方 

重なり部分（対象地域内在住者でかつ

地域内に通勤･通学者）は、Ａから把握 
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（３）調査の方法 

○ 調査はアンケート方式で実施した。 

①居住者：無作為抽出した方への郵送を基本に、コミュニティを通じても依頼・配布 

②事業所・学校：各施設に個別に依頼 

《考え方》 

①対象地域内居住者 

・ 分析の精度を確保するため、母集団からの抽出率は 6.0％、約 1,900 人のサンプル

確保を目途にした。抽出率は、地域別（4 区分）・交通手段別（5 区分）の特性を信

頼度 95％、誤差率 20％以内で把握できる設定とした。 

・ 効率よく多数の回答が得られる郵送調査を基本とした。郵送の対象者は、居住地、

性別・年代が偏らないように、町丁目ごとに住民基本台帳から個人単位で無作為抽

出した。 

・ 調査対象地域を活動区域とする 6 コミュニティ（油縄子、河原子、大沼、水木、大

みか、久慈）にも調査を依頼した。二重回答を防ぐため、郵送調査で選定された方

は回答を遠慮いただくよう調査時に伝えた。 

・ 見込みの有効回収率（日立市が過去実施した調査より約 30％）、およびコミュニテ

ィでの見込み回収数（基本構想策定時に 1 学区平均約 24 部）を考慮し、約 6,000

人（概ね 5人に 1 人の割合）に配布した。 

②沿線の事業所の選定 

・ 対象地域外からの通勤者がおり、かつ新交通の利用可能性が高い事業所として、計

画路線に近く比較的大規模な事業所に協力を依頼した。 

・ 各事業所からは 100 人程度の回答を目標とした。 

No 事業所名 所在地 

1 日立製作所 日立事業所 国分生産本部 国分町 1-1-1 

2 日立ＡＥパワーシステムズ 国分事業所 国分町 1-1-1 

3 日立製作所 多賀総合病院 国分町 2-1-2 

4 日立化成工業 山崎事業所（桜川） 鮎川町 3-3-1 

5 日立アプライアンス 多賀事業所 東多賀町 1-1-1 

6 日立製作所 情報制御システム事業部 大みか町 5-2-1 

7 日立製作所 日立事業所 臨海工場 大みか町 5-2-2 

8 日立エンジニアリング＆サービス大沼工場 東大沼町 1-15-1 

9 日立アイシーシー 東大沼町 4-1-3 

10 日立情報制御ソリューションズ 大みか町 5-1-26 

11 泉商事 東金沢町 2-15-17 

12 ハギヤニューテクノ 東金沢町 1-9-12 

13 日立港病院 久慈町 3-4-22 

③沿線の学校の選定 

・ 通学に新交通の利用が想定できる、対象地域内の高校 3 校（県立多賀高校、県立日

立商業高校、及び私立茨城キリスト教学園高校）とした。 

・ 各学校について、100 人程度の回答を目標とした。 
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（４）調査項目 

項目 No 調査内容 
対象者 

居住者 事業所 高校 

(1)個人属性 

1 
性別、住所(町丁単位) ○ ○ ○ 

年代 ○ ○ － 

2 居住年数/通勤年数 ○ ○ － 

3 通勤通学の有無 ○ － － 

4 事業所名 － ○ － 

(2)現状の代表

的交通手段 

5 ･通勤通学時の主な交通手段とその選択理由 ○ ○ ○ 

6 ･通勤通学の代替手段 ○ ○ ○ 

7 
･通勤通学以外での主な外出交通手段とその

選択理由、外出の目的 
○ － － 

8 ･通勤通学以外の代替手段 ○ － － 

(3)旧日立電鉄

線の利用状況 
9 ･旧日立電鉄線の利用頻度、利用目的 ○ ○ － 

(4)新交通の利

用意向※ 

10 ･通勤通学での想定利用頻度 ○ ○ ○ 

11 ･通勤通学以外での想定利用頻度 ○ － － 

12 ･通勤通学以外での利用目的、利用先(方面) ○ － － 

(5)新交通への

期待等 

13 ･運行に関して重視する項目 ○ ○ ○ 

14 ･施設など利用環境に関して重視する項目 ○ ○ ○ 

15 ･その他（自由記述） ○ ○ ○ 

※ 新交通のサービス水準については、便利・快適で環境にもやさしい交通機関であること

を回答者にイメージさせるチラシを添付。 

また、跡地沿線で回答者に最も都合のよい停留所位置を想定し回答頂いた。 
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（５）実施結果（回収件数） 

○ 居住者は、想定した回収目標数を上回る回答が得られた。 

○ 事業所・学校への通勤・通学者は、8 割を超える回収率で回答が得られた。 

・居住者 ：2,328 人（回収率 39％＊）＞目標 1,900 人 

・事業所 ：811 人（回収率 81％） 

・学校  ：399 人（回収率 85％） 

＊郵送配布分に対する回収率 

 

表 利用意向調査の実施結果 

調査の種類 ①居住者＊ ②事業所・高校への通勤･通学者 

対象者 
住基台帳から無

作為抽出 

沿線 6 ｺﾐｭﾆﾃｨでの

説明会出席者 

事業所（13 事業

所）の従業者 

高校（3 校） 

の生徒 

実施方法 
個人単位で 

郵送配布・回収 

説明会で依頼、コミ

ュニティ単位で回収 

事業所単位の訪

問配布・回収 

学校単位の訪

問配布・回収 

調査票の配布 6/15（発送） 6/7～7/1 6/11～6/16 6/15 

調査票の回収 7/9 7/2～7/9 6/22～7/7 6/22,7/2 

母集団の数 31,799 人 約 11,300 人 約 2,600 名 

配布数 5,724 人 214 人 1,000 人 470 人 

回収目標数 約 1,900 人 ―    ―    

回収数 2,215 人 113 人 811 人 399 人 

回収率 38.7％ 52.8％ 81.1％ 84.9％ 
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《参考》 意向調査配布書類 ※居住者用 

①調査協力依頼文等 

（オモテ面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 資- 18

 

 

（ウラ面） 
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②新交通の概要 

（オモテ面左半分） 
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（オモテ面右半分） 
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（ウラ面 A3 サイズ） 
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③調査票 
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性別の回答人数性別の回答人数性別の回答人数性別の回答人数

女性,
1,137,
53.5%

男性,
987,
46.5%

SA
n=2124

年齢年齢年齢年齢

127

195

323

294

419

530

236

0 100 200 300 400 500 600

15-24歳

25-34歳

35-44歳

45-54歳

55-64歳

65-74歳

75歳-

回答人数〈人）

回答人数 127195323294419530236

％ 6.0%9.2%15.2%13.8%19.7%25.0%11.1%

15-24歳25-34歳35-44歳45-54歳55-64歳65-74歳75歳-

SA
n=2124

通勤通学の有無通勤通学の有無通勤通学の有無通勤通学の有無

通勤も通
学もして
いない,
1210,
57.0%

通勤して
いる,
835,
39.3%

通学して
いる, 79,

3.7%

SA
n=2124

現住所現住所現住所現住所

52

37

127

143

297

457

196

104

190

517

4

0 100 200 300 400 500 600

1.国分町

2.鮎川町

3.東多賀町

4.河原子町

5.東金沢町

6.東大沼町

7.森山町

8.水木町

9.大みか町

10.久慈町

11.みなと町

回答人数〈人）

回答人数 52371271432974571961041905174

％ 2.4%1.7%6.0%6.7%14.0%21.5%9.2%4.9%8.9%24.3%0.2%

1.国分
町

2.鮎川
町

3.東多
賀町

4.河原
子町

5.東金
沢町

6.東大
沼町

7.森山
町

8.水木
町

9.大み
か町

10.久慈
町

11.みな
と町

SA
n=2124

Ⅱ．居住者アンケート調査の結果Ⅱ．居住者アンケート調査の結果Ⅱ．居住者アンケート調査の結果Ⅱ．居住者アンケート調査の結果    

Ⅱ－１Ⅱ－１Ⅱ－１Ⅱ－１    居住者アンケート調査の単純集計居住者アンケート調査の単純集計居住者アンケート調査の単純集計居住者アンケート調査の単純集計    

以下数値は、居住者アンケート調査（郵送＋コミュニティ）の有効回答件数を集計したも

のである。 

（１）個人属性 

○ 回答者においては、女性が男性よりもやや多い。 

○ 通勤通学有無は、通勤者と通学者で 43％である。 

○ 年齢は、10 歳ごとの人数では 65 歳～74 歳が最も多い。 

○ 現住所は、「久慈町」「東大沼町」が多い。 

問１問１問１問１    回答者ご自身について回答者ご自身について回答者ご自身について回答者ご自身について    
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現住所での居住年数現住所での居住年数現住所での居住年数現住所での居住年数

440

383

265

378

394

234

30

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

10年未満

10-19年

20-29年

30-39年

40-49年

50年以上

無回答

回答人数〈人）

回答人数 44038326537839423430

％ 20.7%18.0%12.5%17.8%18.5%11.0%1.4%

10年未満10-19年20-29年30-39年40-49年50年以上無回答

SA
n=2124
平均=27

問２　通勤通学先の町名問２　通勤通学先の町名問２　通勤通学先の町名問２　通勤通学先の町名

42

20

37

7

22

18

10

19

168

47

0

173

81

37

27

26

157

9

2

2

2

8

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

1.国分町

2.鮎川町

3.東多賀町

4.河原子町

5.東金沢町

6.東大沼町

7.森山町

8.水木町

9.大みか町

10.久慈町

11.みなと町

12.日立地区

13.多賀地区

14.南部地区

15.北・西部地区

16.常陸太田

17.東海以南

18.高萩・北茨城

19.大宮大子

20.福島以北

21.埼玉以南

22.不明

回答人数〈人）

回答人数 4220377221810191684701738137272615792228

％ 4.6%2.2%4.0%0.8%2.4%2.0%1.1%2.1%18.45.1%0.0%18.98.9%4.0%3.0%2.8%17.21.0%0.2%0.2%0.2%0.9%

1.国

分

町

2.鮎

川

町

3.東

多

賀

4.河

原

子

5.東

金

沢

6.東

大

沼

7.森

山

町

8.水

木

町

9.大

み

か

10.

久

慈

11.

み

なと

12.

日

立

13.

多

賀

14.

南

部

15.

北・

西

16.

常

陸

17.

東

海

18.

高

萩・

19.

大

宮

20.

福

島

21.

埼

玉

22.

不

明

SA
n=914

 

○ 居住年数は、「10 年未満」から「50 年以上」まで幅が広く、平均では 27年である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）現状の交通手段 

①通勤通学 

○ 通勤通学先は、「日立地区」「大みか町「東海以南」が多い。 
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問３　通勤通学するときの主な交通手段問３　通勤通学するときの主な交通手段問３　通勤通学するときの主な交通手段問３　通勤通学するときの主な交通手段

50

136

1

559

6

53

105

4

0 100 200 300 400 500 600

バス

鉄道

ﾀｸｼｰﾊｲﾔｰ

自家用車

バイク

自転車

徒歩

その他

回答人数〈人）

回答人数 5013615596531054

％ 5.5%14.9%0.1%61.2%0.7%5.8%11.5%0.4%

バス鉄道ﾀｸｼｰﾊｲﾔｰ自家用車バイク自転車徒歩その他

SA
n=914

問４　バスまたは鉄道との乗り継ぎで最も利用する組合せ問４　バスまたは鉄道との乗り継ぎで最も利用する組合せ問４　バスまたは鉄道との乗り継ぎで最も利用する組合せ問４　バスまたは鉄道との乗り継ぎで最も利用する組合せ

47

48

43

15

2

1

0

22

1

3

4

0 10 20 30 40 50 60

鉄道と徒歩

バスと徒歩

鉄道とバスと徒歩

鉄道と自家用車（送迎など）

バスと自家用車（送迎など）

鉄道とバイク

バスとバイク

鉄道と自転車

バスと自転車

その他

無回答

回答人数〈人）

回答人数 4748431521022134

％ 25.3%25.8%23.1%8.1%1.1%0.5%0.0%11.8%0.5%1.6%2.2%

鉄道と

徒歩

バスと徒

歩

鉄道と

バスと徒

歩

鉄道と

自家用

車（送迎

バスと自

家用車

（送迎な

鉄道と

バイク

バスとバ

イク

鉄道と

自転車

バスと自

転車
その他無回答

SA
n=186

 

○ 通勤通学の交通手段は、自動車が際だって多いが、鉄道、徒歩、バスとつづいてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ バスに関しては、「バスと徒歩」などバスが代表交通手段の場合と、鉄道端末の場合

とがほぼ同数になっている。 
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問５　問３の交通手段が使えない場合、代わりとなる交通手段問５　問３の交通手段が使えない場合、代わりとなる交通手段問５　問３の交通手段が使えない場合、代わりとなる交通手段問５　問３の交通手段が使えない場合、代わりとなる交通手段

211

174

60

146

13

52

157

21

80

0 50 100 150 200 250

バス

鉄道

ﾀｸｼｰﾊｲﾔｰ

自家用車

バイク

自転車

徒歩

その他

無回答

回答人数〈人）

回答人数 2111746014613521572180

％ 23.1%19.0%6.6%16.0%1.4%5.7%17.2%2.3%8.8%

バス鉄道ﾀｸｼｰﾊｲﾔｰ自家用車バイク自転車徒歩その他無回答

SA
n=914

問６　問３の交通手段を選ぶ理由問６　問３の交通手段を選ぶ理由問６　問３の交通手段を選ぶ理由問６　問３の交通手段を選ぶ理由

366

293

85

68

188

136

129

49

155

53

123

83

27

220

65

0 50 100 150 200 250 300 350 400

速く行けるから

時間が読めるから

安上がりだから

待ち時間が短いから

早朝や深夜の制約がないから

歩く距離が短いから

乗換えが要らないから

移動中に他のことができるから

雨天でも濡れないから

その交通手段が好きだから

慣れていて、楽だから

いい運動になるから

環境にやさしいから

他に手段がないから

その他

回答人数〈人）

回答人数 36629385681881361294915553123832722065

％ 17.9%14.4%4.2%3.3%9.2%6.7%6.3%2.4%7.6%2.6%6.0%4.1%1.3%10.8%3.2%

速く

行け

るから

時間

が読

める

安上

がりだ

から

待ち

時間

が短

早朝

や深

夜の

歩く

距離

が短

乗換

えが

要ら

移動

中に

他の

雨天

でも

濡れ

その

交通

手段

慣れ

てい

て、

いい

運動

にな

環境

にや

さしい

他に

手段

がな

その

他

MA
(3つまで)
n=2040

 

○ 代わりとなる交通手段では、「バス」「鉄道」が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 交通手段を選ぶ理由は、「速く行けるから」「時間が読めるから」「他に手段がないか

ら」の順に多い。 
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問７　通勤通学以外で外出するときの主な交通手段問７　通勤通学以外で外出するときの主な交通手段問７　通勤通学以外で外出するときの主な交通手段問７　通勤通学以外で外出するときの主な交通手段

186

138

50

1593

12

85

50

10

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600 1,800

バス

鉄道

ﾀｸｼｰﾊｲﾔｰ

自家用車

バイク

自転車

徒歩

その他

回答人数〈人）

回答人数 18613850159312855010

％ 8.8%6.5%2.4%75.0%0.6%4.0%2.4%0.5%

バス鉄道ﾀｸｼｰﾊｲﾔｰ自家用車バイク自転車徒歩その他

SA
n=2124

問８　バスまたは鉄道との乗り継ぎで最も利用する組合せ問８　バスまたは鉄道との乗り継ぎで最も利用する組合せ問８　バスまたは鉄道との乗り継ぎで最も利用する組合せ問８　バスまたは鉄道との乗り継ぎで最も利用する組合せ

58

81

103

20

14

0

0

16

4

1

27

0 20 40 60 80 100 120

鉄道と徒歩

バスと徒歩

鉄道とバスと徒歩

鉄道と自家用車（送迎など）

バスと自家用車（送迎など）

鉄道とバイク

バスとバイク

鉄道と自転車

バスと自転車

その他

無回答

回答人数〈人）

回答人数 5881103201400164127

％ 17.9%25.0%31.8%6.2%4.3%0.0%0.0%4.9%1.2%0.3%8.3%

鉄道と

徒歩

バスと徒

歩

鉄道と

バスと徒

歩

鉄道と

自家用

車（送迎

バスと自

家用車

（送迎な

鉄道と

バイク

バスとバ

イク

鉄道と

自転車

バスと自

転車
その他無回答

SA
n=324

②通勤通学以外の外出 

○ 通勤通学以外の外出でも、「自家用車」が多い。 

○ 交通手段の構成比を通勤通学の場合と比べると、「自家用車」「ﾀｸｼｰﾊｲﾔｰ」「バス」が

より高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 乗り継ぎの組合せのうち「鉄道とバスと徒歩」は 103 人（31.8％）である。 
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問９　問７の交通手段を選ぶ理由問９　問７の交通手段を選ぶ理由問９　問７の交通手段を選ぶ理由問９　問７の交通手段を選ぶ理由

923

605

177

280

445

215

462

155

439

189

586

104

36

425

134

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000

速く行けるから

時間が読めるから

安上がりだから

待ち時間が短いから

早朝や深夜の制約がないから

歩く距離が短いから

乗換えが要らないから

移動中に他のことができるから

雨天でも濡れないから

その交通手段が好きだから

慣れていて、楽だから

いい運動になるから

環境にやさしいから

他に手段がないから

その他

回答人数〈人）

回答人数 92360517728044521546215543918958610436425134

％ 17.8%11.7%3.4%5.4%8.6%4.2%8.9%3.0%8.5%3.7%11.3%2.0%0.7%8.2%2.6%

速く

行け

るから

時間

が読

める

安上

がりだ

から

待ち

時間

が短

早朝

や深

夜の

歩く

距離

が短

乗換

えが

要ら

移動

中に

他の

雨天

でも

濡れ

その

交通

手段

慣れ

てい

て、

いい

運動

にな

環境

にや

さしい

他に

手段

がな

その

他

MA
(3つまで)
n=5175

問10　問７の交通手段はどのような目的でよく使いますか問10　問７の交通手段はどのような目的でよく使いますか問10　問７の交通手段はどのような目的でよく使いますか問10　問７の交通手段はどのような目的でよく使いますか

89

1723

1029

641

211

89

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600 1,800 2,000

業務（販売・配達・仕入れなど）

買物

食事・社交・娯楽など

通院

送迎

その他

回答人数〈人）

回答人数 891723102964121189

％ 2.4%45.6%27.2%16.9%5.6%2.4%

業務（販売・配

達・仕入れな
買物

食事・社交・娯

楽など
通院送迎その他

MA
(2つまで)
n=3782

 

○ 交通手段を選ぶ理由は、上位二つは「速く行けるから」「時間が読めるから」で通勤

通学の場合と同じである。 

○ 三つめは、通勤通学の場合とは異なり、「慣れていて、楽だから」が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 通勤通学以外の外出は、「買物」「食事・社交・娯楽など」「通院」の順に多い。 
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問12　旧日立電鉄線の電車を主にどのような目的で利用されてましたか問12　旧日立電鉄線の電車を主にどのような目的で利用されてましたか問12　旧日立電鉄線の電車を主にどのような目的で利用されてましたか問12　旧日立電鉄線の電車を主にどのような目的で利用されてましたか

316

74

18

348

326

312

33

49

0 50 100 150 200 250 300 350 400

通勤

通学

業務（販売・配達・仕入れなど）

買物

食事・社交・娯楽など

通院

送迎

その他

回答人数〈人）

回答人数 31674183483263123349

％ 21.4%5.0%1.2%23.6%22.1%21.1%2.2%3.3%

通勤通学

業務（販

売・配達・

仕入れな

買物

食事・社

交・娯楽な

ど

通院送迎その他

MA
(3つまで)
n=1476

問13　お住まいから線路（跡地）までの距離（徒歩での所要時間）問13　お住まいから線路（跡地）までの距離（徒歩での所要時間）問13　お住まいから線路（跡地）までの距離（徒歩での所要時間）問13　お住まいから線路（跡地）までの距離（徒歩での所要時間）

181

343

612

609

282

97

0 100 200 300 400 500 600 700

100ｍ以内（1分程度）

200ｍ～299ｍ（3分程度）

300ｍ～499ｍ（6分程度）

500ｍ～1000ｍ（10分程度）

1000ｍ以上（15分以上）

無回答

回答人数〈人）

回答人数 18134361260928297

％ 8.5%16.1%28.8%28.7%13.3%4.6%

100ｍ以内（1分

程度）

200ｍ～299ｍ

（3分程度）

300ｍ～499ｍ

（6分程度）

500ｍ～1000ｍ

（10分程度）

1000ｍ以上（15

分以上）
無回答

SA
n=2124

問11　旧日立電鉄線の電車をどの程度利用されていましたか問11　旧日立電鉄線の電車をどの程度利用されていましたか問11　旧日立電鉄線の電車をどの程度利用されていましたか問11　旧日立電鉄線の電車をどの程度利用されていましたか

195

129

462

824

488

26

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

ほぼ毎日

週に数回

月に数回

殆ど利用しなかった

全く利用しなかった

無回答

回答人数〈人）

回答人数 19512946282448826

％ 9.2%6.1%21.8%38.8%23.0%1.2%

ほぼ毎日週に数回月に数回殆ど利用しなかった全く利用しなかった無回答

SA
n=2124

（３）旧日立電鉄線の利用状況 

○ 「ほぼ毎日」利用していたとの回答者は 195 人（9.2％）である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 利用の目的は、「通勤」「買物」「食事・社交・娯楽など」「通院」が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 線路（跡地）までの距離は、300ｍ～1000ｍが多い。 
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問14①　新交通（BRT）を通勤・通学では、どのくらい利用されますか問14①　新交通（BRT）を通勤・通学では、どのくらい利用されますか問14①　新交通（BRT）を通勤・通学では、どのくらい利用されますか問14①　新交通（BRT）を通勤・通学では、どのくらい利用されますか

163

54

35

62

38

50

19

20

395

78

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

ほぼ毎日

週に２～３回

週に１回

月に２～３回

月に１回

半年に２～３回

半年に１回

年に１回

利用しない

無回答

回答人数〈人）

回答人数 1635435623850192039578

％ 17.8%5.9%3.8%6.8%4.2%5.5%2.1%2.2%43.2%8.5%

ほぼ毎日
週に２～３

回
週に１回

月に２～３

回
月に１回

半年に２～

３回
半年に１回年に１回利用しない無回答

SA
n=914

問14②　新交通（BRT）を通勤・通学以外の外出でどのくらい利用されますか問14②　新交通（BRT）を通勤・通学以外の外出でどのくらい利用されますか問14②　新交通（BRT）を通勤・通学以外の外出でどのくらい利用されますか問14②　新交通（BRT）を通勤・通学以外の外出でどのくらい利用されますか

26

198

225

407

214

197

139

117

508

93

0 100 200 300 400 500 600

ほぼ毎日

週に２～３回

週に１回

月に２～３回

月に１回

半年に２～３回

半年に１回

年に１回

利用しない

無回答

回答人数〈人）

回答人数 2619822540721419713911750893

％ 1.2%9.3%10.6%19.2%10.1%9.3%6.5%5.5%23.9%4.4%

ほぼ毎日
週に２～３

回
週に１回

月に２～３

回
月に１回

半年に２～

３回
半年に１回年に１回利用しない無回答

SA
n=2124

（４）新交通の利用意向 

①通勤通学での利用意向 

○ 「ほぼ毎日」利用との回答者は、163 人（17.8％）である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②通勤通学以外の外出での利用意向 

○ 「月に２～３回」利用との回答者が最も多く、407 人（19.2％）である。 

○ 利用頻度を考慮しなければ、「年に１回」まで含めた利用意向のある人の割合は約 7

割である。 
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問15　新交通（BRT）を主にどのような目的で利用されますか問15　新交通（BRT）を主にどのような目的で利用されますか問15　新交通（BRT）を主にどのような目的で利用されますか問15　新交通（BRT）を主にどのような目的で利用されますか

28

852

887

533

43

82

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000

業務（販売・配達・仕入れなど）

買物

食事・社交・娯楽など

通院

送迎

その他

回答人数〈人）

回答人数 288528875334382

％ 1.2%35.1%36.6%22.0%1.8%3.4%

業務（販売・配

達・仕入れな
買物

食事・社交・娯

楽など
通院送迎その他

MA
(2つまで)
n=2425

問16　新交通（BRT）を特にどちらの方面へ行かれる時に利用されますか問16　新交通（BRT）を特にどちらの方面へ行かれる時に利用されますか問16　新交通（BRT）を特にどちらの方面へ行かれる時に利用されますか問16　新交通（BRT）を特にどちらの方面へ行かれる時に利用されますか

215

868

167

531

305

761

548

176

57

8

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000

旧久慈浜駅周辺

大甕駅周辺

旧水木駅・大沼駅・河原子駅周辺

常陸多賀駅周辺

旧桜川駅・鮎川駅周辺

日立駅周辺

水戸・東京方面

常陸太田方面

高萩・いわき方面

その他

回答人数〈人）

回答人数 215868167531305761548176578

％ 5.9%23.9%4.6%14.6%8.4%20.9%15.1%4.8%1.6%0.2%

旧久慈

浜駅周

辺

大甕駅

周辺

旧水木

駅・大沼

駅・河原

常陸多

賀駅周

辺

旧桜川

駅・鮎川

駅周辺

日立駅

周辺

水戸・東

京方面

常陸太

田方面

高萩・い

わき方面
その他

MA
(3つまで)
n=3636

 

○ 通勤通学以外の外出で利用する目的は、「食事・社交・娯楽など」「買物」「通院」の

順に多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 利用の行き先は、「大甕駅周辺」「日立駅周辺」「水戸・東京方面」「常陸多賀駅周辺」

が多い。 
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問17①　新交通（BRT）を利用される条件として、運行に関して重要なこと問17①　新交通（BRT）を利用される条件として、運行に関して重要なこと問17①　新交通（BRT）を利用される条件として、運行に関して重要なこと問17①　新交通（BRT）を利用される条件として、運行に関して重要なこと

932

271

620

510

148

755

62

248

808

486

648

35

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000

運行時刻の正確さ

所要時間の短さ

運行頻度の高さ

自宅や通勤通学先から停留所までの近さ

運行時間帯の長さ

運賃の安さ

運賃のわかりやすさ

定期券や高齢者等の割引

ＪＲや路線バスとの乗り継ぎやすさ

沿線の病院やスーパー、公共施設への乗り入れ

日立駅や常陸多賀駅への乗り入れ

その他

回答人数〈人）

回答人数 9322716205101487556224880848664835

％ 16.9%4.9%11.2%9.2%2.7%13.7%1.1%4.5%14.6%8.8%11.7%0.6%

運行

時刻

の正

所要

時間

の短

運行

頻度

の高

自宅

や通

勤通

運行

時間

帯の

運賃

の安

さ

運賃

のわ

かり

定期

券や

高齢

ＪＲや

路線

バス

沿線

の病

院や

日立

駅や

常陸

その

他

MA
(3つまで)
n=5523

問17②　新交通（BRT）を利用される条件として、車両や施設で重要なこと問17②　新交通（BRT）を利用される条件として、車両や施設で重要なこと問17②　新交通（BRT）を利用される条件として、車両や施設で重要なこと問17②　新交通（BRT）を利用される条件として、車両や施設で重要なこと

408

695

318

700

376

468

494

170

321

32

0 100 200 300 400 500 600 700 800

車両や停留所に段差がないこと

運賃支払いの手続きが簡単なこと

停留所などで車両の現在地が分かること

停留所に屋根やベンチがあること

停留所にトイレや地域の案内等があること

停留所が明るく安全なこと

停留所に駐車場や駐輪場があること

停留所までの安全な道路があること

車両内でゆったり着席できること

その他

回答人数〈人）

回答人数 40869531870037646849417032132

％ 10.2%17.5%8.0%17.6%9.4%11.8%12.4%4.3%8.1%0.8%

車両や

停留所

に段差

運賃支

払いの

手続き

停留所

などで

車両の

停留所

に屋根

やベン

停留所

にトイレ

や地域

停留所

が明るく

安全な

停留所

に駐車

場や駐

停留所

までの

安全な

車両内

でゆっ

たり着

その他

MA
(2つまで)
n=3982

（５）新交通への期待等 

○ 運行に関しては、「運行時刻の正確さ」「ＪＲや路線バスとの乗り継ぎやすさ」「運賃

の安さ」の順に多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 車両や施設に関しては、「停留所に屋根やベンチがあること」「運賃支払いの手続き

が簡単なこと」が特に多くなっている。 
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半年に2,3回
870人
6%

半年に1回
310人
2%

年に1回
310人
2%

ほぼ毎日
2210人
16%

週に2,3回
800人
6%

週に1回
520人
4%

月に2,3回
940人
7%

月に1回
 620人

5%

利用しない
6130人
44%

無回答
1080人

8%

沿線区域
通勤者

約13,780人

無回答
150人
7%

利用しない
930人
43%

月に１回
30人
1%

月に2,3回
190人
9%

週に1回
70人
3%

週に2,3回
70人
3%

ほぼ毎日
740人
34%

沿線区域
通学者

約2,180人

無回答
980人
6%

利用しない
3300人
21%

月に1回
 1570人

10%

月に2,3回
3410人
22%

週に1回
1690人
11%

週に2,3回
1720人
11%

ほぼ毎日
170人
1%

年に1回
800人
5%

半年に1回
900人
6%

半年に2,3回
1,300人

8%

沿線区域
通勤通学者以外

約15,840人

無回答
2210人

7%

利用しない
10360人

33%

月に1回
 2220人

7%

月に2,3回
4530人
14%

週に1回
2270人

7%

週に2,3回
2590人

8%

ほぼ毎日
3120人
10%

年に1回
1100人

3%
半年に1回
1200人

4%

半年に2,3回
2170人

7%

沿線区域
15歳以上人口
約31,800人

Ⅱ－２Ⅱ－２Ⅱ－２Ⅱ－２    居住者利用意向の分析居住者利用意向の分析居住者利用意向の分析居住者利用意向の分析    

以下数値は、居住者アンケート調査（郵送＋コミュニティ）の有効サンプル数（2,124

人）を 15 歳以上住民基本台帳人口（31,799 人）に拡大集計した結果である。集計結果の

数値は、一の位を四捨五入した 10 単位で示す。このため、図表中およびコメント中の数

値が一部で合わない箇所がある。 

また、“「週 2,3 回」以上利用する人”などの表現は、全てアンケートへの回答結果であ

り、実際に利用する人数を推計しているものではない。 

１．新交通利用のニーズ 

（１）個人属性からみた利用意向 

○ 利用者確保の基本となるターゲットは、以下の定常的な利用意向がある人。 

・通勤通学で「ほぼ毎日」の利用意向がある通勤通学者；約 2,950 人 

「週 2,3 回」の利用意向まで含めると；約 3,820 人 

・通勤通学以外で「週 2,3 回」以上の利用意向がある通勤通学者以外；約 1,890 人 

 

通勤者の通勤時利用意向          通学者の通学時利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通勤通学者以外の                合計（沿線居住者計） 

通勤通学以外の外出での利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 利用意向別の沿線居住者数（15 歳以上）
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通勤通学者以外通勤通学者以外通勤通学者以外通勤通学者以外

1,680

2,730710

280

250

510

120

20

1,310

2,750

860

330

0 1,000 2,000 3,000 4,000

男性・45歳未満

男性・45～64歳

男性・65歳以上

女性・45歳未満

女性・45～64歳

女性・65歳以上

（人）

週2,3回以上
(約1,890人)
その他意向あり
(約9,700人)

通勤通学者以外通勤通学者以外通勤通学者以外通勤通学者以外

420

380

40

60

1050

790

20

1450

130

100

50

3070

2180

2840

100

70

30

1440

1100

1490

220

50

10

970

0 2000 4000 6000 8000

1.業務

2.買物

3.食事・社交
  ・娯楽など

4.通院

5.送迎

6.その他

（人）

毎日～
週2,3回

週1回～
月2,3回

月1回～
半年2,3回

半年1回～
年1回

注）行き先は複数回答（2つまで）
　　・行き先合計は延べ18,100人
　　・人数は11,550人
        （利用意向のある通勤通学者以外）

 

○ 通勤通学者以外のターゲットは、男女とも 65 歳以上の人。 

・「週 2,3 回」以上の利用意向がある男性・65 歳以上；約 510 人 

・「週 2,3 回」以上の利用意向がある女性・65 歳以上；約 710 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 性別・年齢別の通勤通学以外の利用意向 

 

（２）利用する交通目的（通勤通学者以外） 

○ 通勤通学以外の目的では、「週 2,3 回」以上の利用意向がある人は、「買物」、「通院」、「食

事・社交・娯楽等」の順番に多く、これらで大半を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 目的別（通勤通学以外）の利用意向 
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通勤通学時の利用意向通勤通学時の利用意向通勤通学時の利用意向通勤通学時の利用意向

32.0

27.4

18.2

11.1

23.9

26.6

23.3

28.9

14.9

24.8

41.4

49.4

52.9

73.9

51.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～300ｍ

300～500ｍ

500～1000ｍ

1000ｍ以上

合計

週2,3回以上
利用する

その他
利用する

利用しない
無回答

通勤通学以外の外出での利用意向通勤通学以外の外出での利用意向通勤通学以外の外出での利用意向通勤通学以外の外出での利用意向

15.9

14.6

8.3

6.6

11.8

64.8

64.0

61.2

51.1

61.3

19.4

21.4

30.5

42.3

26.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～300ｍ

300～500ｍ

500～1000ｍ

1000ｍ以上

合計

週2,3回以上
利用する

その他
利用する

利用しない
無回答

通勤者通勤者通勤者通勤者

620

700

360

320

860

690

740

10

70

140

280

520

180

180

90

120

100

250

200

80

80

0

0 500 1,000 1,500 2,000

1.国分町

2.鮎川町

3.東多賀町

4.河原子町

5.東金沢町

6.東大沼町

7.森山町

8.水木町

9.大みか町

10.久慈町

11.みなと町

（人）

週2,3回以上
(約3,020人)

その他意向あり
(約3,570人)

通学者通学者通学者通学者

60

0

30

30
110

30

0
60

0

180

320

0

0

10

30

0

0

110

50

0

10

60

0 500

（人）

週2,3回以上
(約820人)

その他意向
あり
(約270人)

通勤通学者以外通勤通学者以外通勤通学者以外通勤通学者以外

1,120

2,010

750

1,060

2,500

10

20

60

140
270

210

110

50

10

430

580

10

240

180

590

770

450

0 1,000 2,000 3,000

（人）

週2,3回以上
(約1,890人)

その他意向あり
(約9,680人)

（３）現住所および目的地別の利用意向 

1) 現住所 

○ 利用者確保のターゲットは、現住所からみると｢久慈町｣｢東金沢町｣｢東大沼町｣。 

・利用意向のある人が最も多い「久慈町」では、「週 2,3 回」以上の利用意向がある通

勤者だけで約 740 人 

・ＪＲ駅の中間に位置する「東金沢町」、「東大沼町」では、「週 2,3 回」以上の利用意

向がある通勤者が両町で約 1,210 人 

○ 住まいから旧日立電鉄線までの距離が離れると利用する人の割合は低下する。特に、｢週

2,3 回｣以上利用意向がある通勤通学者の割合は、1000ｍ以上では 300ｍ以内の 1/3 程度

となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 現住所別の利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 旧日立電鉄線跡地までの距離帯別の利用意向
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通勤者通勤者通勤者通勤者

280

670

700

230

620

310

80

60

30

30

50

50

0

790

60

0

670

260

390

40

100

50

20

0

0

0

10

140

110

20

30

70

60

40

60

0

140

130

150

40

10

0

0

40

0 500 1,000 1,500

1.国分町

2.鮎川町

3.東多賀町

4.河原子町

5.東金沢町

6.東大沼町

7.森山町

8.水木町

9.大みか町

10.久慈町

11.みなと町

12.日立地区

13.多賀地区

14.南部地区

15.北・西部地区

16.常陸太田

17.東海以南

18.高萩・北茨城

19.大宮大子

20.福島以北

21.埼玉以南

22.不明

（人）

週2,3回以上
(約3,000人)
その他意向あり
(約3,540人)

通学者通学者通学者通学者

70

0

0

0

0

30

30

50
20

220

60

200

0

30

70

30

0

0

30

0

0

60

0

40

0

0

30

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

50

0

50

30

0 500

1.国分町

2.鮎川町

3.東多賀町

4.河原子町

5.東金沢町

6.東大沼町

7.森山町

8.水木町

9.大みか町

10.久慈町

11.みなと町

12.日立地区

13.多賀地区

14.南部地区

15.北・西部地区

16.常陸太田

17.東海以南

18.高萩・北茨城

19.大宮大子

20.福島以北

21.埼玉以南

22.不明

（人）

週2,3回以上
(約830人)
その他意向あり
(約270人)

 

2) 目的地 

○ 利用者確保のターゲットは、目的地からみる大規模事業所がある地区と JR駅乗換えによ

る市外（東海以南）地区。 

・利用意向のある人が多い通勤・通学先は、跡地沿線では「国分町」と「大みか町」、

周辺では「日立地区」、「多賀地区」および「東海以南」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 通勤通学先別の利用意向 
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通勤通学者以外通勤通学者以外通勤通学者以外通勤通学者以外

1270

2720

1820

660

1190

410

560

310

270

560

450

30

50

180

680

1030

430

770

260

300

1110

50

250

620

2910

480

1610

650

10

10

350

1410

830

330

890

430

80

170

140

0 2000 4000 6000

1.旧久慈浜駅周辺

2.大甕駅周辺

3.旧水木駅・大沼駅・
  河原子駅周辺

4.常陸多賀駅周辺

5.旧桜川駅・鮎川駅周辺

6.日立駅周辺

7.水戸・東京方面

8.常陸太田方面

9.高萩・いわき方面

10.その他

（人）

毎日～
週2,3回

週1回～
月2,3回

月1回～
半年2,3回

半年1回～
年1回

注）行き先は複数回答（3つまで）
　　・行き先合計は延べ26,300人
　　・人数は11,600人
        （利用意向のある通勤通学者以外）

 

○ 通勤通学者以外の外出での行き先は、跡地沿線では「大甕駅周辺」、周辺では「日立駅周

辺」、「常陸多賀駅周辺」、「水戸・東京方面」等で利用意向のある人が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 通勤通学以外の外出での行き先別の利用意向（通勤通学者以外） 
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現住所

旧久慈
浜駅周

辺

大甕駅
周辺

旧水木
駅・大
沼駅・
河原子
駅周辺

常陸多
賀駅周

辺

旧桜川
駅・鮎
川駅周

辺

日立駅
周辺

水戸・
東京方

面

常陸太
田方面

高萩・
いわき
方面

その他 合計

鮎川・国分 20 0 10 10 0 20 0 0 0 0 60 30
東多賀・河原子 60 40 50 100 60 100 70 40 0 0 520 200
東金沢・東大沼 100 620 80 330 230 480 320 70 30 10 2,270 860
森山・水木 40 210 70 190 60 110 120 0 0 10 820 310
大みか 10 0 20 20 20 10 0 30 0 0 120 50
久慈・みなと 60 240 30 110 50 320 170 40 30 0 1,050 440
合計 300 1,110 260 770 430 1,030 680 180 50 30 4,840 1,890

跡地沿線内の利用 延伸や乗り継ぎが必要な利用
重複カウント： 2,870 59% 重複カウント： 1,970 41%

うち、大甕駅以外での乗り継ぎや延伸が必要
重複カウント： 750 → 換算 290

太枠内斜体文字

人数

通勤通学以外の外出の行き先（複数回答３つまでの重複カウント人数）

　　通勤通学先

現住所

鮎川・
国分

東多
賀・河
原子

東金
沢・東
大沼

森山・
水木

大みか
久慈・
みなと

日立地
区

多賀地
区(沿
線除
く)

東海以
南

その他 合計

鮎川・国分 0 20 20 20 30 0 30 10 60 30 210
東多賀・河原子 50 0 10 0 170 0 80 0 30 10 360
東金沢・東大沼 140 30 20 0 370 10 190 180 170 80 1,210
森山・水木 70 20 0 0 70 40 120 0 60 40 420
大みか 30 10 30 0 0 0 0 0 0 0 70
久慈・みなと 110 10 0 30 150 10 250 60 60 60 750
合計 390 90 80 50 790 60 670 260 390 220 3,010
鮎川・国分 0 0 0 0 0 30 0 0 30 0 60
東多賀・河原子 30 0 0 0 30 0 0 0 0 0 60
東金沢・東大沼 30 0 30 30 30 0 100 30 100 100 440
森山・水木 0 0 0 0 0 0 0 0 30 0 30
大みか 0 0 0 0 0 0 0 30 0 30 60
久慈・みなと 0 0 0 0 20 0 100 0 60 0 180
合計 60 0 30 30 70 30 200 60 220 130 810

跡地沿線内の利用 延伸や乗り継ぎが必要な利用
合計： 1,680 44% 合計： 2,150 56%

うち、大甕駅以外での乗り継ぎや延伸が必要
840 太枠内斜体文字

網掛け ：利用意向のある人が通過する最大断面
森山・水木→大みか： 1,420 人

通
勤
者

通
学
者

3) 利用意向がある人の現住所と目的地の関係 

○ 「週 2,3 回」以上利用する人は、現住所と目的地からみると、跡地区間内は通勤通学で

約 44％、通勤通学以外で約 59％であり、残りは跡地区間外への延伸またはＪＲ線等も含

めた乗り継ぎが必要な利用である。 

○ 乗り継ぎ等が必要な利用には大甕駅での乗り換えが想定される場合が多いが、それ以外

の日立駅までの延伸等が必要な利用も通勤通学で約 840 人、通勤通学以外で約 290 人と

推定される。 

○ 日立駅周辺等に延伸した場合、利用者は約 1.25 倍（約 4,580 人→約 5,710 人）に増加す

ることが推計される。 

＊下表の合計欄および欄外より 

a) 利用意向のある人全体：3,010+810+1,890＝5,710 人 

b) 日立駅延伸、大甕駅以外での乗り継ぎが必要な人：840+290＝1,130 人 

c) 跡地区間内の利用または大甕駅乗り継ぎ利用の人：a)-b)＝4,580 人 

 

表 利用意向のある（週 2,3 回以上）通勤通学者の現住所と通勤通学先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 利用意向のある（週 2,3 回以上）通勤通学者以外の現住所と外出の行き先 
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2,780

1,230

7,170

140

30

30

70

1,060

130

600

50

80

120
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170

1,430

750

510

270
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0

170

40

70

0

280

130

280

100

0 2,000 4,000 6,000 8,000

バス

鉄道

自動車

二輪車

徒歩

バス

鉄道

自動車

二輪車

徒歩

バス

鉄道

自動車

二輪車

徒歩

（人）

週2,3回以上

その他意向あり

通勤者

通学者

通勤通学
者以外

２．交通手段利用の観点からみた新交通への期待 

（１）現況交通手段から新交通への転換 

1) 現況交通手段別にみた新交通の利用意向 

○ 利用意向のある人は、人数的には自動車利用者が多く、新交通の利用者は自動車利用か

らの転換が中心となる。「週 2,3 回」以上の利用意向のある人についてみると、全体で約

5,710 人のうち、自動車利用者が約 2,610 人（約 46％）を占めている。 

○ また、バス利用者にも利用意向のある人がみられ、既存路線バスからの転換や乗り継ぎ

の可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 現況交通手段別の利用意向 
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2) 現況交通手段の選択理由 

○ 通勤、通学、通勤通学以外の外出別にみると、交通目的によらず、「速く行けるから」と

「時間が読めるから」を挙げる人の割合が高い。 

○ この他に、通学では「他に手段がないから」、通勤通学以外の外出では「慣れていて、楽

だから」の割合が高い。 
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通勤通学以外の外出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 交通目的による交通手段選択理由の違い 

（単位：％） 

（単位：％） 

（単位：％） 
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○ 通勤時の交通手段の選択理由を交通手段別にみると、バス利用者では「他に手段がない

から」という消極的な理由を挙げる人の割合が高い。 

○ 鉄道利用者では、「時間が読めるから」と「速く行けるから」の割合が高い。 

○ 自動車利用者では、「速く行けるから」、「時間が読めるから」の他に、「早朝や深夜の制

約がないから」の割合が高い。 
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図 現況交通手段別にみた通勤時交通手段の選択理由 

（単位：％） 

（単位：％） 
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○ 通勤通学以外の外出における交通手段の選択理由は、通勤時とほぼ同様であるが、鉄道

では「他に手段がないから」、自動車では「慣れていて、楽だから」の割合がより高くな

っている。 
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図 現況交通手段別にみた通勤通学以外の外出 

における交通手段の選択理由 

（単位：％） 
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注）集計対象は、現在の通勤者で旧日立電鉄線を
　　月に数回以上利用していた人（合計4,190人）。
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注）集計対象は、現在の通勤通学者以外で旧日立電鉄線を
　　月に数回以上利用していた人（合計6,120人）。

（２）旧日立電鉄線利用からみた新交通への期待 

1) 廃線に伴う現況交通手段への転換 

○ 旧日立電鉄線の廃線に伴い現在は自動車利用に転換した人が多い。 

○ 通勤時に旧日立電鉄線を「ほぼ毎日」または「週に数回」利用していた人の合計は約 2,120

人であり、うち約 1,020 人（48％）が現在は自動車に転換している。 

○ 同様に、通勤通学者以外では約 2,240 人のうち約 1,350 人（60％）が自動車に転換して

いる。 

 

通勤時の現況交通手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通勤通学以外の外出での現況交通手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 旧日立電鉄線利用者の現況交通手段 
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通勤時（現在の通勤者）

現況
交通手段

旧日立電鉄
線の利用有無

定常的
な利用

非定常
な利用

非利用 合計

定常的に利用 480 140 400 1,020 47.1% 33.6%

非定常に利用 370 580 560 1,510 24.5% 25.9%

非利用 590 800 4,970 6,360 9.3% 41.3%

合計 1,430 1,520 5,920 8,880 16.1% 100.0%

定常的に利用 1,340 250 540 2,120 63.2% 44.5%

非定常に利用 560 750 760 2,070 27.1% 18.6%

非利用 1,110 1,080 7,400 9,590 11.6% 36.9%

合計 3,010 2,080 8,690 13,780 21.8% 100.0%

全手段

新交通の利用意向別の人数（人）
新交通を定常
的に利用する
割合（％）

「定常的な利
用」における
旧日立電鉄線
の利用割合

現況交通
手段は自
動車

通勤通学以外の外出（現在の通勤通学者以外）

現況
交通手段

旧日立電鉄
線の利用有無

定常的
な利用

非定常
な利用

非利用 合計

定常的に利用 470 610 270 1,350 34.8% 44.3%

非定常に利用 290 1,430 500 2,220 13.1% 27.4%

非利用 310 2,480 5,470 8,260 3.8% 29.2%

合計 1,060 4,530 6,240 11,820 9.0% 100.0%

定常的に利用 970 880 390 2,240 43.3% 51.3%

非定常に利用 470 2,640 780 3,880 12.1% 24.9%

非利用 450 3,150 6,120 9,720 4.6% 23.8%

合計 1,890 6,670 7,280 15,840 11.9% 100.0%

注1) 旧日立電鉄線の利用有無
定常的に利用 ：ほぼ毎日＋週に数回
非定常に利用 ：月に数回
非利用 ：殆ど利用しなかった＋全く利用しなかった＋無回答

2) 新交通の利用意向
定常的な利用 ：ほぼ毎日＋週に2,3回
非定常な利用 ：週に1回＋月に2,3回＋月に1回
非利用 ：半年に2,3回＋半年に1回＋年に1回＋利用しない＋無回答

全手段

新交通の利用意向別の人数（人）
新交通を定常
的に利用する
割合（％）

「定常的な利
用」における
旧日立電鉄線
の利用割合

現況交通
手段は自
動車

 

2) 旧日立電鉄線利用と新交通の利用意向 

○ 通勤時に旧日立電鉄線を定常的に利用（週に数回以上）していた約 2,120 人のうち約

1,340 人（63％）は、新交通を定常的に利用すると回答している。この割合は、通勤通

学以外では約 43％に低下する。また、現在は自動車に転換している人に限ると、通勤時

で約 47％、通勤通学以外で約 35％までそれぞれ低下している。 

○ 新交通を定常的に利用する人に占める旧日立電鉄線を利用していなかった人の割合は、

通勤時が約 37％、通勤通学以外が約 24％である。 

 

 

表 旧日立電鉄線利用有無と新交通の利用意向 
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旧日立電鉄線を週数回以上利用
（計1,340人）

月数回利用
（560人）

非利用
（1,110人）

通勤先住所

3) 旧日立電鉄線非利用で利用意向がある人の目的地や利用条件 

○ 通勤時に新交通を利用する意向（「週 2,3 回」以上）がある人について、通勤先住所をみ

ると、旧日立電鉄線を利用していなかった人についても「大みか」、「日立地区」、「鮎川・

国分」が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 利用意向がある人（通勤時、週 2,3 回以上）の 

旧日立電鉄線利用有無別の通勤先分布 
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通勤時の利用意向（週に2,3回以上）のある人が重視する項目

67.4%

30.9%

41.4%

27.7%

33.6%

31.2%

17.1%

13.8%

13.8%

1.1%

7.7%

0.0%

58.5%

62.0%

16.7%

42.6%

50.3%

16.2%

8.6%

17.8%

9.1%

1.9%

2.0%

0.0%

48.1%

42.8%

41.5%

34.5%

34.3%

32.6%

19.6%

14.0%

7.6%

3.5%

2.3%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

運行時刻の正確さ

運行頻度の高さ

自宅や通勤通学先から
停留所までの近さ

日立駅や常陸多賀駅
への乗り入れ

ＪＲや路線バスとの
乗り継ぎやすさ

運賃の安さ

所要時間の短さ

運行時間帯の長さ

定期券や高齢者等
の割引

運賃のわかりやすさ

沿線の病院やスーパー、
公共施設への乗り入れ

その他

　旧日立電鉄線を週に数回以上利用

　旧日立電鉄線を月に数回利用

　旧日立電鉄線の利用なし

 

○ 新交通の運行計画に関わる利用条件について、項目を挙げた割合を旧日立電鉄線の利用

有無別に比較すると、旧日立電鉄線を月に数回利用していた、および利用していなかっ

た人（新交通に対しては週に 2,3 回以上と高頻度の利用に変更する人）は、旧日立電鉄

線を週に数回以上と定常的に利用していた人よりも、「運行頻度の高さ」、「日立駅や常陸

多賀駅への乗り入れ」および「ＪＲや路線バスとの乗り継ぎやすさ」が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 利用意向がある人（通勤時、週 2,3 回以上）の 

旧日立電鉄線利用有無別の運行計画に関わる利用条件 

 

 

旧日立電鉄線の非

利用者の方が高い 
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通勤時利用の条件
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41.1%
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33.0%
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停留所までの近さ

日立駅や常陸多賀駅
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運行時間帯の長さ

定期券や高齢者等
の割引
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公共施設への乗り入れ

運賃のわかりやすさ

その他

通学時利用の条件

51.7%

51.6%

42.9%

27.8%

25.8%

24.5%

12.7%

10.1%

7.0%

6.9%

4.0%

3.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

ＪＲや路線バスとの
乗り継ぎやすさ

運行時刻の正確さ

運賃の安さ

自宅や通勤通学先から
停留所までの近さ

運行頻度の高さ

定期券や高齢者等
の割引

所要時間の短さ

運賃のわかりやすさ

運行時間帯の長さ

日立駅や常陸多賀駅
への乗り入れ

その他

沿線の病院やスーパー、
公共施設への乗り入れ

通勤通学以外の外出での利用条件
（通勤通学者以外）

48.8%

40.4%

32.2%

31.2%

29.9%

25.1%

21.3%

15.9%

10.9%

4.3%

4.6%

0.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

運行時刻の正確さ

ＪＲや路線バスとの
乗り継ぎやすさ

沿線の病院やスーパー、
公共施設への乗り入れ

運賃の安さ

運行頻度の高さ

日立駅や常陸多賀駅
への乗り入れ

自宅や通勤通学先から
停留所までの近さ

定期券や高齢者等
の割引

所要時間の短さ

運行時間帯の長さ

運賃のわかりやすさ

その他

３．利用にあたって重視する項目 

（１）運行計画に関わる利用条件 

○ 「週 2,3 回」以上利用する人について、利用するための条件として挙げた割合は「運行

時刻の正確さ」、「ＪＲや路線バスとの乗り継ぎやすさ」、「運行頻度の高さ」、「運賃の安

さ」が利用の目的によっては 40％以上と高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 運行計画に関わる利用条件（週 2,3 回以上の利用意向のある人） 
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通勤時利用の条件

36.0%

30.8%

29.7%

25.0%

21.4%

16.8%

15.2%

10.5%

7.0%

0.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

運賃支払いの手続き
が簡単なこと

停留所に屋根や
ベンチがあること

停留所が明るく安全
なこと

停留所などで車両の
現在地が分かること

停留所に駐車場や
駐輪場があること

車両内でゆったり
着席できること

車両や停留所に段差
がないこと

停留所にトイレや地域
の案内等があること

停留所までの安全な
道路があること

その他

通学時利用の条件
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着席できること

停留所に駐車場や
駐輪場があること

停留所などで車両の
現在地が分かること

停留所までの安全な
道路があること

車両や停留所に段差
がないこと

停留所にトイレや地域
の案内等があること

その他

通勤通学以外の外出での利用条件
（通勤通学者以外）
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（２）施設計画に関わる利用のため条件 

○ 「週 2,3 回」以上利用する人について、利用するための条件として挙げた割合は「運賃

支払いの手続きが簡単なこと」、「停留所に屋根やベンチがあること」等が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 施設計画に関わる利用条件（週 2,3 回以上の利用意向のある人） 
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自動車

二輪車

徒歩

合計 

1バス 2鉄道 3+4+8自動車 5+6二輪車 7徒歩 無回答

通学者通学者通学者通学者
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４．現在利用意向のない人が利用する可能性 

（１）現況交通手段からみた転換可能性（代替手段） 

○ 通勤通学時にバス・鉄道を利用している人の代替手段は、「自動車」が多い。 

○ 通勤時の自動車利用のうち 6 割近くが、代替手段として「バス」、「鉄道」を挙げている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 現況の通勤通学交通手段別の代替手段構成比 

 



 資- 53

通勤時の利用条件

28.9%

37.0%

58.6%

41.1%

36.8%

33.0%

4.6%

14.6%

16.5%

10.6%

2.1%

0.0%

43.6%

36.2%

34.3%

33.6%

30.8%

28.0%

19.3%

11.5%

10.6%

4.4%

3.2%

3.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

運賃の安さ

ＪＲや路線バスとの
乗り継ぎやすさ

運行時刻の正確さ

運行頻度の高さ

自宅や通勤通学先から
停留所までの近さ

日立駅や常陸多賀駅
への乗り入れ

沿線の病院やスーパー、
公共施設への乗り入れ

運行時間帯の長さ

所要時間の短さ

定期券や高齢者等
の割引

運賃のわかりやすさ

その他

週2,3回以上の意向有り 利用意向なし

通学時の利用条件

42.9%

51.7%

51.6%

27.8%

6.9%

25.8%

12.7%

7.0%

3.4%

24.5%

10.1%

4.0%

72.3%

33.2%

26.3%

24.9%

24.7%

23.9%

18.3%

14.1%

13.3%

5.6%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

運賃の安さ

ＪＲや路線バスとの
乗り継ぎやすさ

運行時刻の正確さ

自宅や通勤通学先から
停留所までの近さ

日立駅や常陸多賀駅
への乗り入れ

運行頻度の高さ

所要時間の短さ

運行時間帯の長さ

沿線の病院やスーパー、
公共施設への乗り入れ

定期券や高齢者等
の割引

運賃のわかりやすさ

その他

週2,3回以上の意向有り 利用意向なし

通勤通学以外の外出での利用条件
（通勤通学者以外）

31.2%

48.8%

32.2%

33.2%

25.1%

21.3%

29.9%

15.9%

10.9%

4.6%

4.3%

0.6%

33.4%

31.1%

31.1%

27.1%

25.9%

22.6%

17.9%

13.7%

6.7%

3.6%

1.8%

4.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

運賃の安さ

運行時刻の正確さ

ＪＲや路線バスとの
乗り継ぎやすさ

沿線の病院やスーパー、
公共施設への乗り入れ

日立駅や常陸多賀駅
への乗り入れ

自宅や通勤通学先から
停留所までの近さ

運行頻度の高さ

定期券や高齢者等
の割引

所要時間の短さ

運賃のわかりやすさ

運行時間帯の長さ

その他

週2,3回以上の意向有り 利用意向なし

（２）利用条件からみた転換可能性 

1) 運行計画に関わる利用条件 

○ 利用意向なしの人がより重視する運行条件は、交通目的に関わらず「運賃の安さ」であ

る。その理由として、利用しないと回答している人は、｢バス運賃は高い｣とのイメージ

がより強いものと推察される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 運行計画に関わる利用条件（利用意向の有無別） 

注）「利用意向なし」の集計は、 

「利用しない」の回答および 

無回答を対象とする。 
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通勤時の利用条件

21.4%

30.9%

29.7%

36.0%

25.0%

10.5%

15.2%

16.8%

7.0%

0.6%

33.0%

27.8%

27.6%

27.1%

18.2%

15.6%

12.5%

12.1%

8.1%

2.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

停留所に駐車場や
駐輪場があること

停留所に屋根や
ベンチがあること

停留所が明るく安全
なこと

運賃支払いの手続き
が簡単なこと

停留所などで車両の
現在地が分かること

停留所にトイレや地域
の案内等があること

車両や停留所に段差
がないこと

車両内でゆったり
着席できること

停留所までの安全な
道路があること

その他

週2,3回以上の意向有り 利用意向なし

通学時の利用条件

37.8%

40.1%

21.0%

21.4%

33.3%

7.0%

17.0%

9.2%

9.9%

0.0%

35.7%

29.9%

27.9%

27.5%

20.5%

19.0%

10.9%

5.3%

4.2%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

運賃支払いの手続き
が簡単なこと

停留所に屋根や
ベンチがあること

停留所に駐車場や
駐輪場があること

車両内でゆったり
着席できること

停留所が明るく安全
なこと

停留所にトイレや地域
の案内等があること

停留所などで車両の
現在地が分かること

車両や停留所に段差
がないこと

停留所までの安全な
道路があること

その他

週2,3回以上の意向有り 利用意向なし

通勤通学以外の外出での利用条件
（通勤通学者以外）

50.0%

26.9%

14.9%

17.6%

37.1%

15.7%

13.7%

9.7%

8.7%

1.3%

29.7%

27.8%

24.4%

19.0%

18.9%

16.9%

11.6%

9.8%

9.5%

2.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

停留所に屋根や
ベンチがあること

運賃支払いの手続き
が簡単なこと

停留所に駐車場や
駐輪場があること

停留所にトイレや地域
の案内等があること

車両や停留所に段差
がないこと

停留所が明るく安全
なこと

車両内でゆったり
着席できること

停留所などで車両の
現在地が分かること

停留所までの安全な
道路があること

その他

週2,3回以上の意向有り 利用意向なし

2) 施設計画に関わる利用条件 

○ 利用意向なしの人がより重視する施設条件は、「停留所に駐車場や駐輪場があること」で

ある。その理由として、自宅や勤務先からバス路線が遠いために利用しないと回答して

いる人が多いものと推察される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 施設計画に関わる利用条件（利用意向の有無別） 

注）「利用意向なし」の集計は、 

「利用しない」の回答および 

無回答を対象とする。 
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の
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、

通
学

者
約

8
1
0
人

、
通

勤
通

学
者

以
外

が
約

1
,
89
0
人
 

②
通

勤
･
通
学

以
外

の
利

用
者
･
目

的
で

は
、

高
齢

者
の

私
用
目

的
が
多

い
。
 

・
通

勤
通

学
者

以
外

の
約

1,
8
9
0
人
の

う
ち

、
6
5
歳
以

上
が
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で
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大
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。
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別
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約
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1
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ち

、
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人

、
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大
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、
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。
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意

向
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の
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、
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線
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収
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5
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程
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ま
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。
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日
立

電
鉄
線
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間

外
で

は
大

甕
駅

で
乗

換
え

に
な
る

行
き

先
が

多
い

。
 

・
旧

日
立

電
鉄

線
区

間
内

の
割

合
：
通

勤
通

学
で
約

4
4％

、
通

勤
通

学
以

外
で
約

5
9％

 

⑥
新

交
通

を
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用
す

る
場

合
の

目
的
地

の
う

ち
、
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立

駅
方

面
へ
の

延
伸
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を

必
要

と
す
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答

が
約

2
割

を
占

め
る
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⑨
利

用
意

向
が

あ
る
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う
ち

旧
日
立
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線
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用
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は

5
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程
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に
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な

い
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・
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週
2
,
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回
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以

上
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の
割

合
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線
の
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的
利
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で
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通

勤
で
約

6
3
％
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そ

の
他

目
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約
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％

 

旧
日

立
電

鉄
線
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非

利
用

者
で

は
通
勤

で
約

12
％
・

そ
の
他

目
的
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約

5
％
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「
週

2,
3
回
」
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上
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3
,
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0
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う
ち
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1
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0
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）
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,
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回
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1
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0
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約

5
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⑩
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し
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行

頻
度

と
日

立
駅

等
へ

の
乗
り

入
れ

を
重

視
。
 

・
通

勤
時

「
運

行
頻

度
の

高
さ

」
：
旧

日
立

電
鉄

線
利

用
者
で

約
31
％
→

非
利

用
者

で
は
約

4
3％

 

・
通

勤
時

「
日

立
駅

や
常

陸
多

賀
駅
へ

の
乗

り
入

れ
」
：
旧
日

立
電
鉄

線
利

用
者

で
約

28
％

→
非
利

用
者

で
は
約

3
5％

 

⑪
新

交
通

の
運

行
に

関
し

て
、

利
用

意
向

が
あ

る
人

の
4
割

以
上

が
利

用
の

目
的

に
よ

っ
て

は
「

運
行

時
刻

の
正

確
さ

」
「

J
R

や
路

線
バ

ス
と

の
乗

り
継

ぎ
や

す
さ
」
「
運

行
頻

度
の

高
さ
」
「

運
賃

の
安

さ
」

を
重

視
し
て

い
る
。
 

・
新

交
通

を
利

用
す

る
た

め
の

条
件
と

し
て

「
運

行
時

刻
の

正
確
さ

」
を

挙
げ

る
人

の
割

合
は
概
ね

5
割
以

上
と

高
い

。
 

⑫
新

交
通

の
施

設
に

関
し

て
、

利
用
意

向
が

あ
る

人
の

4
割

以
上
（

通
勤

時
を

除
く

）
が

重
視
し

た
の

は
「

停
留

所
に

屋
根
や

ベ
ン

チ
が

あ
る

こ
と

」
の

１
項

目
で
あ

っ
た

。
 

⑬
自

動
車

と
バ

ス
・

鉄
道

は
相

互
に
代

替
手

段
と

し
て

考
え

ら
れ
て

い
る

。
 

・
自

動
車

通
勤

者
の

現
況

代
替

手
段
は

バ
ス

が
約

26
％
、
鉄

道
が
約

33
％
 

・
他

方
、

バ
ス

通
勤

者
の

代
替

手
段
は

自
動

車
が
約

4
3％

、
鉄

道
通

勤
者

で
は

自
動

車
が

約
53
％
 

⑭
利

用
意

向
が

な
い

人
は

、
意

向
が
あ

る
人

よ
り

も
「
運
賃

の
安
さ

」「
停

留
所

に
駐

車
場

や
駐
輪

場
が

あ
る

こ
と

」
を

重
視
し

て
い

る
。
 

施
設

計
画

に
関

わ
る

利
用

条
件

 

注
)「

利
用

意
向

が
あ

る
人

」
「

利
用

意
向

が
あ

る
人

」
「

利
用

意
向

が
あ

る
人

」
「

利
用

意
向

が
あ

る
人

」
は

、
利

用
意

向
調

査
に

お
け

る
「

ほ
ぼ

毎
日

」
ま

た
は
「

週

2
,
3回

」
新

交
通

を
利

用
す

る
と

回
答

し
た

人
の

拡
大

集
計

結
果

を
指

す
。

 

・
乗

り
入

れ
 

・
定

時
性
 

・
高

頻
度

運
行
 

・
乗
り

継
ぎ

や
す

さ
 

・
料

金
収

受
 

・
屋

根
、

ベ
ン

チ
 

・
明

る
さ

、
安

全
 

・
駐

輪
場

等
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事業所名 回答人数

日立製作所 日立事業所 国分生産本部 49
日立ＡＥパワーシステムズ 国分事業所 88
日立製作所 多賀総合病院 99
日立化成工業 山崎事業所（桜川） 34
日立アプライアンス 多賀事業所 60
日立製作所 情報制御システム事業部 85
日立製作所 日立事業所 臨海工場 79
日立エンジニアリング＆サービス大沼工場 97
日立アイシーシー 96
日立情報制御ソリューションズ 73
泉商事 14
ハギヤニューテクノ 20
日立港病院 17
合計 811

性別の回答人数性別の回答人数性別の回答人数性別の回答人数
無回答,

12,
 1.5%

女性,
267,
32.9% 男性,

532,
65.6%

SA
n=811

年齢年齢年齢年齢

67

188

247

180

112

7

0

10

0 50 100 150 200 250 300

15-24歳

25-34歳

35-44歳

45-54歳

55-64歳

65-74歳

75歳-

無回答

回答人数〈人）

回答人数 671882471801127010

％ 8.3%23.2%30.5%22.2%13.8%0.9%0.0%1.2%

15-24歳25-34歳35-44歳45-54歳55-64歳65-74歳75歳-無回答

SA
n=811

自宅住所自宅住所自宅住所自宅住所 現住所
不明,

11, 1.4%
市外在

住, 169,
20.8%

沿線区
域内在

住, 218,
26.9%

区域外
の市内
在住,
413,
50.9%

SA
n=811

Ⅲ．事業所・学校アンケート調査の結果Ⅲ．事業所・学校アンケート調査の結果Ⅲ．事業所・学校アンケート調査の結果Ⅲ．事業所・学校アンケート調査の結果    

 

Ⅲ－１Ⅲ－１Ⅲ－１Ⅲ－１    事業所アンケート調査の単純集計事業所アンケート調査の単純集計事業所アンケート調査の単純集計事業所アンケート調査の単純集計    

以下数値は、事業所アンケート調査結果より、通勤者の回答件数を集計したもの。 

 

（１）個人属性 

○ 13 事業所から合わせて 811 人の回答を得た。 

○ 性別では男性が 532 人（65.6％）である。 

○ 自宅住所は、「沿線区域外の市内」が 413 人（50.9％）と多い。 

○ 年齢は、「35 歳～44歳」が最も多い。 

    

問１問１問１問１    回答者ご自身について回答者ご自身について回答者ご自身について回答者ご自身について    
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現在の事業所への通勤年数現在の事業所への通勤年数現在の事業所への通勤年数現在の事業所への通勤年数

417

151

131

55

23

34

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

10年未満

10-19年

20-29年

30-39年

40-45年

無回答

回答人数〈人）

回答人数 417151131552334

％ 51.4%18.6%16.2%6.8%2.8%4.2%

10年未満10-19年20-29年30-39年40-45年無回答

SA
n=811

平均=12

問２　通勤するときの主な交通手段問２　通勤するときの主な交通手段問２　通勤するときの主な交通手段問２　通勤するときの主な交通手段

88

127

0

440

11

47

98

0

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

バス

鉄道

ﾀｸｼｰﾊｲﾔｰ

自家用車

バイク

自転車

徒歩

その他

回答人数〈人）

回答人数 8812704401147980

％ 10.9%15.7%0.0%54.3%1.4%5.8%12.1%0.0%

バス鉄道ﾀｸｼｰﾊｲﾔｰ自家用車バイク自転車徒歩その他

SA
n=811

 

○ 通勤年数は「10 年未満」が 417 人（51.4％）と多い。 

○ 平均年数は 12年である。 

    

問１問１問１問１    回答者ご自身について回答者ご自身について回答者ご自身について回答者ご自身について    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）現状の交通手段 

○ 通勤の交通手段は、自家用車が 440 人（54.3％）と多いが、鉄道やバスの回答もみ

られる。 
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問２－２　バスまたは鉄道との乗り継ぎで最も利用する組合せ問２－２　バスまたは鉄道との乗り継ぎで最も利用する組合せ問２－２　バスまたは鉄道との乗り継ぎで最も利用する組合せ問２－２　バスまたは鉄道との乗り継ぎで最も利用する組合せ

61

75

50

9

4

2

0

7

2

2

3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

鉄道と徒歩

バスと徒歩

鉄道とバスと徒歩

鉄道と自家用車（送迎など）

バスと自家用車（送迎など）

鉄道とバイク

バスとバイク

鉄道と自転車

バスと自転車

その他

無回答

回答人数〈人）

回答人数 61755094207223

％ 28.4%34.9%23.3%4.2%1.9%0.9%0.0%3.3%0.9%0.9%1.4%

鉄道と

徒歩

バスと徒

歩

鉄道と

バスと徒

歩

鉄道と

自家用

車（送迎

バスと自

家用車

（送迎な

鉄道と

バイク

バスとバ

イク

鉄道と

自転車

バスと自

転車
その他無回答

SA
n=215

問３　問２の交通手段が使えない場合、代わりとなる交通手段問３　問２の交通手段が使えない場合、代わりとなる交通手段問３　問２の交通手段が使えない場合、代わりとなる交通手段問３　問２の交通手段が使えない場合、代わりとなる交通手段

192

133

94

150

3

49

121

11

58

0 50 100 150 200 250

バス

鉄道

ﾀｸｼｰﾊｲﾔｰ

自家用車

バイク

自転車

徒歩

その他

無回答

回答人数〈人）

回答人数 192133941503491211158

％ 23.7%16.4%11.6%18.5%0.4%6.0%14.9%1.4%7.2%

バス鉄道ﾀｸｼｰﾊｲﾔｰ自家用車バイク自転車徒歩その他無回答

SA
n=811

 

○ 乗り継ぎの組合せでは、「バスと徒歩」つづいて「鉄道と徒歩」が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 代わりの交通手段は、「バス」が 192 人（23.7％）と最も多い。 
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問４　問２の交通手段を選ぶ理由問４　問２の交通手段を選ぶ理由問４　問２の交通手段を選ぶ理由問４　問２の交通手段を選ぶ理由

272

242

61

70

165

102

118

35

67

33

96

82

36

248

41

0 50 100 150 200 250 300

速く行けるから

時間が読めるから

安上がりだから

待ち時間が短いから

早朝や深夜の制約がないから

歩く距離が短いから

乗換えが要らないから

移動中に他のことができるから

雨天でも濡れないから

その交通手段が好きだから

慣れていて、楽だから

いい運動になるから

環境にやさしいから

他に手段がないから

その他

回答人数〈人）

回答人数 272242617016510211835673396823624841

％ 16.3%14.5%3.7%4.2%9.9%6.1%7.1%2.1%4.0%2.0%5.8%4.9%2.2%14.9%2.5%

速く

行け

るから

時間

が読

める

安上

がりだ

から

待ち

時間

が短

早朝

や深

夜の

歩く

距離

が短

乗換

えが

要ら

移動

中に

他の

雨天

でも

濡れ

その

交通

手段

慣れ

てい

て、

いい

運動

にな

環境

にや

さしい

他に

手段

がな

その

他

MA
(3つまで)
n=1668

問５　旧日立電鉄線の電車をどの程度利用されていましたか問５　旧日立電鉄線の電車をどの程度利用されていましたか問５　旧日立電鉄線の電車をどの程度利用されていましたか問５　旧日立電鉄線の電車をどの程度利用されていましたか

72

17

76

279

359

8

0 50 100 150 200 250 300 350 400

ほぼ毎日

週に数回

月に数回

殆ど利用しなかった

全く利用しなかった

無回答

回答人数〈人）

回答人数 7217762793598

％ 8.9%2.1%9.4%34.4%44.3%1.0%

ほぼ毎日週に数回月に数回殆ど利用しなかった全く利用しなかった無回答

SA
n=811

 

○ 交通手段を選ぶ理由では、「速く行けるから」「他に手段がないから」「時間が読める

から」が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）旧日立電鉄線の利用状況 

○ 「ほぼ毎日」利用していたとの回答者は 72人（8.9％）である。 
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問６　旧日立電鉄線の電車を主にどのような目的で利用されてましたか問６　旧日立電鉄線の電車を主にどのような目的で利用されてましたか問６　旧日立電鉄線の電車を主にどのような目的で利用されてましたか問６　旧日立電鉄線の電車を主にどのような目的で利用されてましたか

138

24

3

16

46

7

0

7

0 20 40 60 80 100 120 140 160

通勤

通学

業務（販売・配達・仕入れなど）

買物

食事・社交・娯楽など

通院

送迎

その他

回答人数〈人）

回答人数 1382431646707

％ 57.3%10.0%1.2%6.6%19.1%2.9%0.0%2.9%

通勤通学

業務（販

売・配達・

仕入れな

買物

食事・社

交・娯楽な

ど

通院送迎その他

MA
(3つまで)
n=241

問７　通勤先から線路（跡地）までの距離（徒歩での所要時間）問７　通勤先から線路（跡地）までの距離（徒歩での所要時間）問７　通勤先から線路（跡地）までの距離（徒歩での所要時間）問７　通勤先から線路（跡地）までの距離（徒歩での所要時間）

82

83

142

209

228

67

0 50 100 150 200 250

100ｍ以内（1分程度）

200ｍ～299ｍ（3分程度）

300ｍ～499ｍ（6分程度）

500ｍ～1000ｍ（10分程度）

1000ｍ以上（15分以上）

無回答

回答人数〈人）

回答人数 828314220922867

％ 10.1%10.2%17.5%25.8%28.1%8.3%

100ｍ以内（1分

程度）

200ｍ～299ｍ

（3分程度）

300ｍ～499ｍ

（6分程度）

500ｍ～1000ｍ

（10分程度）

1000ｍ以上（15

分以上）
無回答

SA
n=811

 

○ 「通勤」で利用していたとの回答者が 138 人（57.3％）である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 線路（跡地）までの距離は、「500ｍ～1000ｍ（10 分程度）」と「1000ｍ以上（15 分

以上）」が多い。 
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問８　新交通（BRT）について、どの程度の利用が考えられますか問８　新交通（BRT）について、どの程度の利用が考えられますか問８　新交通（BRT）について、どの程度の利用が考えられますか問８　新交通（BRT）について、どの程度の利用が考えられますか

129

45

33

81

54

67

34

48

278

42

0 50 100 150 200 250 300

ほぼ毎日

週に２～３回

週に１回

月に２～３回

月に１回

半年に２～３回

半年に１回

年に１回

利用しない

無回答

回答人数〈人）

回答人数 1294533815467344827842

％ 15.9%5.5%4.1%10.0%6.7%8.3%4.2%5.9%34.3%5.2%

ほぼ毎日
週に２～３

回
週に１回

月に２～３

回
月に１回

半年に２～

３回
半年に１回年に１回利用しない無回答

SA
n=811

（４）新交通の利用意向 

○ 「ほぼ毎日」利用との回答者が 129 人（15.9％）である。 
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問９①　新交通（BRT）を利用される条件として、運行に関して重要なこと問９①　新交通（BRT）を利用される条件として、運行に関して重要なこと問９①　新交通（BRT）を利用される条件として、運行に関して重要なこと問９①　新交通（BRT）を利用される条件として、運行に関して重要なこと

368

116

348

324

136

283

13

19

249

50

221

16

0 50 100 150 200 250 300 350 400

運行時刻の正確さ

所要時間の短さ

運行頻度の高さ

自宅や通勤通学先から停留所までの近さ

運行時間帯の長さ

運賃の安さ

運賃のわかりやすさ

定期券や高齢者等の割引

ＪＲや路線バスとの乗り継ぎやすさ

沿線の病院やスーパー、公共施設への乗り入れ

日立駅や常陸多賀駅への乗り入れ

その他

回答人数〈人）

回答人数 36811634832413628313192495022116

％ 17.2%5.4%16.2%15.1%6.3%13.2%0.6%0.9%11.6%2.3%10.3%0.7%

運行

時刻

の正

所要

時間

の短

運行

頻度

の高

自宅

や通

勤通

運行

時間

帯の

運賃

の安

さ

運賃

のわ

かり

定期

券や

高齢

ＪＲや

路線

バス

沿線

の病

院や

日立

駅や

常陸

その

他

MA
(3つまで)
n=2143

問９②　新交通（BRT）を利用される条件として、車両や施設で重要なこと問９②　新交通（BRT）を利用される条件として、車両や施設で重要なこと問９②　新交通（BRT）を利用される条件として、車両や施設で重要なこと問９②　新交通（BRT）を利用される条件として、車両や施設で重要なこと

84

289

166

201

98

202

229

84

158

16

0 50 100 150 200 250 300 350

車両や停留所に段差がないこと

運賃支払いの手続きが簡単なこと

停留所などで車両の現在地が分かること

停留所に屋根やベンチがあること

停留所にトイレや地域の案内等があること

停留所が明るく安全なこと

停留所に駐車場や駐輪場があること

停留所までの安全な道路があること

車両内でゆったり着席できること

その他

回答人数〈人）

回答人数 84289166201982022298415816

％ 5.5%18.9%10.9%13.2%6.4%13.2%15.0%5.5%10.3%1.0%

車両や

停留所

に段差

運賃支

払いの

手続き

停留所

などで

車両の

停留所

に屋根

やベン

停留所

にトイレ

や地域

停留所

が明るく

安全な

停留所

に駐車

場や駐

停留所

までの

安全な

車両内

でゆっ

たり着

その他

MA
(2つまで)
n=1527

（５）新交通への期待等 

○ 運行に関しては、「運行時刻の正確さ」「運行頻度の高さ」「自宅や通勤通学先から停

留所までの近さ」の順に多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 車両や施設に関しては、「運賃支払いの手続きが簡単なこと」「停留所に駐車場や駐

輪場があること」の順に多い。 
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性別の回答人数性別の回答人数性別の回答人数性別の回答人数
無回答,

11,
 2.8%

女性,
230,

57.6%

男性,
158,
39.6%

SA
n=399

問２　通学するときの主な交通手段問２　通学するときの主な交通手段問２　通学するときの主な交通手段問２　通学するときの主な交通手段

19

182

21

130

44

2

1

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

バス

鉄道

ﾀｸｼｰﾊｲﾔｰ

自家用車

バイク

自転車

徒歩

その他

無回答

回答人数〈人）

回答人数 19182211304421

％ 4.8%45.6%0.0%5.3%0.0%32.6%11.0%0.5%0.3%

バス鉄道
ﾀｸｼｰﾊｲ

ﾔｰ
自家用車バイク自転車徒歩その他無回答

SA
n=399

高校名 回答人数
茨城キリスト教学園高等学校 139
日立商業高等学校 126
多賀高等学校 134
合計 399

自宅住所自宅住所自宅住所自宅住所 現住所
不明, 5,

1.3%
市外在
住, 68,
17.0%

沿線区
域内在

住, 165,
41.4%

区域外
の市内
在住,
161,
40.4%

SA
n=399

Ⅲ－２Ⅲ－２Ⅲ－２Ⅲ－２    学校アンケート調査の単純集計学校アンケート調査の単純集計学校アンケート調査の単純集計学校アンケート調査の単純集計    

以下数値は、学校アンケート調査結果より、通学者の回答件数を集計したもの。 

 

（１）個人属性 

○ 3 高校から合わせて 399 人の回答を得た。 

○ 性別では女性が 230 人（57.6％）である。 

○ 自宅住所は、「沿線区域内在住」が 165 人（41.4％）である。 

    

問１問１問１問１    回答者ご自身について回答者ご自身について回答者ご自身について回答者ご自身について    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）現状の交通手段 

○ 通学の交通手段は、「鉄道」182 人（45.6％）」と「自転車」130 人（32.6％）が多い 
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問２－２　バスまたは鉄道との乗り継ぎで最も利用する組合せ問２－２　バスまたは鉄道との乗り継ぎで最も利用する組合せ問２－２　バスまたは鉄道との乗り継ぎで最も利用する組合せ問２－２　バスまたは鉄道との乗り継ぎで最も利用する組合せ

69

19

21

35

2

0

0

45

2

4

4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

鉄道と徒歩

バスと徒歩

鉄道とバスと徒歩

鉄道と自家用車（送迎など）

バスと自家用車（送迎など）

鉄道とバイク

バスとバイク

鉄道と自転車

バスと自転車

その他

無回答

回答人数〈人）

回答人数 6919213520045244

％ 34.3%9.5%10.4%17.4%1.0%0.0%0.0%22.4%1.0%2.0%2.0%

鉄道と

徒歩

バスと徒

歩

鉄道と

バスと徒

歩

鉄道と

自家用

車（送迎

バスと自

家用車

（送迎な

鉄道と

バイク

バスとバ

イク

鉄道と

自転車

バスと自

転車
その他無回答

SA
n=201

問３　問２の交通手段が使えない場合、代わりとなる交通手段問３　問２の交通手段が使えない場合、代わりとなる交通手段問３　問２の交通手段が使えない場合、代わりとなる交通手段問３　問２の交通手段が使えない場合、代わりとなる交通手段

45

17

9

210

1

32

61

2

22

0 50 100 150 200 250

バス

鉄道

ﾀｸｼｰﾊｲﾔｰ

自家用車

バイク

自転車

徒歩

その他

無回答

回答人数〈人）

回答人数 4517921013261222

％ 11.3%4.3%2.3%52.6%0.3%8.0%15.3%0.5%5.5%

バス鉄道ﾀｸｼｰﾊｲﾔｰ自家用車バイク自転車徒歩その他無回答

SA
n=399

 

○ 乗り継ぎの組合せでは、「鉄道と徒歩」つづいて「鉄道と自転車」が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 代わりの交通手段は、「自家用車」が 210 人（52.6％）と多い。 
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問４　問２の交通手段を選ぶ理由問４　問２の交通手段を選ぶ理由問４　問２の交通手段を選ぶ理由問４　問２の交通手段を選ぶ理由

188

85

76

19

10

58

33

26

65

27

107

54

29

100

4

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

速く行けるから

時間が読めるから

安上がりだから

待ち時間が短いから

早朝や深夜の制約がないから

歩く距離が短いから

乗換えが要らないから

移動中に他のことができるから

雨天でも濡れないから

その交通手段が好きだから

慣れていて、楽だから

いい運動になるから

環境にやさしいから

他に手段がないから

その他

回答人数〈人）

回答人数 18885761910583326652710754291004

％ 21.3%9.6%8.6%2.2%1.1%6.6%3.7%3.0%7.4%3.1%12.1%6.1%3.3%11.4%0.5%

速く

行け

るから

時間

が読

める

安上

がりだ

から

待ち

時間

が短

早朝

や深

夜の

歩く

距離

が短

乗換

えが

要ら

移動

中に

他の

雨天

でも

濡れ

その

交通

手段

慣れ

てい

て、

いい

運動

にな

環境

にや

さしい

他に

手段

がな

その

他

MA
(3つまで)

n=881

問５　新交通（BRT）について、どの程度の利用が考えられますか問５　新交通（BRT）について、どの程度の利用が考えられますか問５　新交通（BRT）について、どの程度の利用が考えられますか問５　新交通（BRT）について、どの程度の利用が考えられますか

106

48

32

36

20

7

7

4

131

8

0 20 40 60 80 100 120 140

ほぼ毎日

週に２～３回

週に１回

月に２～３回

月に１回

半年に２～３回

半年に１回

年に１回

利用しない

無回答

回答人数〈人）

回答人数 106483236207741318

％ 26.6%12.0%8.0%9.0%5.0%1.8%1.8%1.0%32.8%2.0%

ほぼ毎日
週に２～３

回
週に１回

月に２～３

回
月に１回

半年に２～

３回
半年に１回年に１回利用しない無回答

SA
n=399

 

○ 交通手段を選ぶ理由では、「速く行けるから」「慣れていて、楽だから」「他に手段が

ないから」が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）新交通の利用意向 

○ 「ほぼ毎日」利用との回答者が 106 人（26.6％）と多い。 
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問６①　新交通（BRT）を利用される条件として、運行に関して重要なこと問６①　新交通（BRT）を利用される条件として、運行に関して重要なこと問６①　新交通（BRT）を利用される条件として、運行に関して重要なこと問６①　新交通（BRT）を利用される条件として、運行に関して重要なこと

167

116

114

139

23

220

26

55

44

5

27

7

0 50 100 150 200 250

運行時刻の正確さ

所要時間の短さ

運行頻度の高さ

自宅や通勤通学先から停留所までの近さ

運行時間帯の長さ

運賃の安さ

運賃のわかりやすさ

定期券や高齢者等の割引

ＪＲや路線バスとの乗り継ぎやすさ

沿線の病院やスーパー、公共施設への乗り入れ

日立駅や常陸多賀駅への乗り入れ

その他

回答人数〈人）

回答人数 167116114139232202655445277

％ 17.7%12.3%12.1%14.7%2.4%23.3%2.8%5.8%4.7%0.5%2.9%0.7%

運行

時刻

の正

所要

時間

の短

運行

頻度

の高

自宅

や通

勤通

運行

時間

帯の

運賃

の安

さ

運賃

のわ

かり

定期

券や

高齢

ＪＲや

路線

バス

沿線

の病

院や

日立

駅や

常陸

その

他

MA
(3つまで)

n=943

問６②　新交通（BRT）を利用される条件として、車両や施設で重要なこと問６②　新交通（BRT）を利用される条件として、車両や施設で重要なこと問６②　新交通（BRT）を利用される条件として、車両や施設で重要なこと問６②　新交通（BRT）を利用される条件として、車両や施設で重要なこと

39

174

42

123

45

76

58

36

123

3

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

車両や停留所に段差がないこと

運賃支払いの手続きが簡単なこと

停留所などで車両の現在地が分かること

停留所に屋根やベンチがあること

停留所にトイレや地域の案内等があること

停留所が明るく安全なこと

停留所に駐車場や駐輪場があること

停留所までの安全な道路があること

車両内でゆったり着席できること

その他

回答人数〈人）

回答人数 3917442123457658361233

％ 5.4%24.2%5.8%17.1%6.3%10.6%8.1%5.0%17.1%0.4%

車両や

停留所

に段差

運賃支

払いの

手続き

停留所

などで

車両の

停留所

に屋根

やベン

停留所

にトイレ

や地域

停留所

が明るく

安全な

停留所

に駐車

場や駐

停留所

までの

安全な

車両内

でゆっ

たり着

その他

MA
(2つまで)

n=719

（４）新交通への期待等 

○ 運行に関しては、「運賃の安さ」「運行時刻の正確さ」「自宅や通勤通学先から停留所

までの近さ」の順に多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 車両や施設に関しては、「運賃支払いの手続きが簡単なこと」「停留所に屋根やベン

チがあること」「車両内でゆったり着席できること」が多い。 
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無回答
42人
5%

利用しない
278人
34%

月に1回
 54人
7%

月に2,3回
81人
10%

週に1回
33人
4%

週に2,3回
45人
6%

ほぼ毎日
129人
16%

年に1回
48人
6%

半年に1回
34人
4%

半年に2,3回
67人
8%

事業所
通勤者の回答

811人

半年に2,3回
7人
2%

半年に1回
7人
2%

年に1回
4人
1%

ほぼ毎日
106人
27%

週に2,3回
48人
12%

週に1回
32人
8%

月に2,3回
36人
9%

月に1回
 20人
5%

利用しない
131人
33%

無回答
8人
2%

高校
通学者の回答

399人

性別・年齢区分
週2,3回以上
の回答人数

回答者
総数

事業所 男性・15-24歳 8 35
男性・25-34歳 23 94
男性・35-44歳 34 167
男性・45-54歳 34 134
男性・55歳以上 19 98
女性・15-24歳 12 32
女性・25-34歳 17 91
女性・35-44歳 11 80
女性・45-54歳 7 43
女性・55歳以上 5 19
無回答 4 18
事業所合計 174 811

高校 男性 62 158
女性 90 230
無回答 2 11
高校合計 154 399

23

24

20
25

19

38

19
14

16

26

22
21

39

39
18

39

0 10 20 30 40 50 60

男性・15-24歳

男性・25-34歳

男性・35-44歳

男性・45-54歳
男性・55歳以上

女性・15-24歳

女性・25-34歳

女性・35-44歳

女性・45-54歳
女性・55歳以上

無回答

事業所合計

男性

女性

無回答

高校合計

週2,3回以上利用の割合（％）

事業所の

通勤者

高校の

通学者

Ⅲ－３Ⅲ－３Ⅲ－３Ⅲ－３    沿線事業所・学校への通勤・通学者の利用意向沿線事業所・学校への通勤・通学者の利用意向沿線事業所・学校への通勤・通学者の利用意向沿線事業所・学校への通勤・通学者の利用意向    

以下数値は、沿線の事業所・学校への通勤・通学者の回答件数にもとづく。 

１．新交通利用のニーズ 

（１）個人属性からみた利用意向 

○ 事業所・学校調査でも、通勤通学者の全体的には沿線居住者とほぼ同様の利用意向とな

っている。 

「週 2,3 回」以上利用の割合：通勤者・事業所調査 約 21％⇔居住者調査 約 22％ 

通学者・学校調査  約 39％⇔居住者調査 約 37％ 

○ 細かく比較すると、「ほぼ毎日」の割合は同じかやや低めであるが、他方で「利用しない」

や「無回答」の割合が低く、事業所・学校調査の方がときどき利用するとの回答割合が

高い傾向となっている。 

     通勤者（13事業所の合計）          通学者（3 高校の合計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 新交通の利用意向 

 

○ 「週 2,3 回」以上利用するとの回答割合を性年齢別にみると、24歳以下の女性の通勤者

で高めであるのを除くと、性年齢による利用意向の違いはあまりみられない。 
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週2,3回以上
の回答人数

回答者
総数

茨城キリスト教学園高校 34 139
日立商業高校 46 126
多賀高校 74 134
3高校合計 154 399

週2,3回以上
の回答人数

回答者
総数

日立製作所 国分本部 10 49
日立ＡＥパワーシステムズ 25 88
多賀総合病院 27 99
日立化成工業（桜川） 9 34
日立アプライアンス 11 60
日立製作所 情報ｼｽﾃﾑ 17 85
日立製作所 臨海工場 20 79
日立ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ＆ｻｰﾋﾞｽ 22 97
日立アイシーシー 21 96
日立情報制御ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ 7 73
泉商事 2 14
ハギヤニューテクノ 1 20
日立港病院 2 17
13事業所計 174 811

20

28

27

26

18

20

25

23

22

10

14

5

12

21
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日立製作所 国分本部

日立ＡＥパワーシステムズ

多賀総合病院

日立化成工業（桜川）

日立アプライアンス

日立製作所 情報ｼｽﾃﾑ

日立製作所 臨海工場

日立ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸ゙＆ｻｰﾋﾞｽ

日立アイシーシー

日立情報制御ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ

泉商事

ハギヤニューテクノ

日立港病院

13事業所計

週2,3回以上利用の割合（％）

24

37

55

39

0 10 20 30 40 50 60

茨城キリスト教学園高校

日立商業高校

多賀高校

3高校合計

週2,3回以上利用の割合（％）

図 性別・年齢別の利用意向 

（２）通勤通学先および現住所からみた利用意向 

1) 通勤通学先 

○ 大規模事業所で利用意向が高い傾向がみられる。 

○ 高校では多賀高校で利用意向が高い。多賀高校は、自転車通学が過半を占め、次に鉄道

利用が多いにもかかわらず、駅からの距離が遠いという特徴が影響しているものと推察

される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 通勤先別の利用意向  

 

 

 

 

 

 

 

図 通学先別の利用意向 
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週2,3回以上
の回答人数

回答者
総数

1.国分町 9 36
2.鮎川町 0 2
3.東多賀町 8 13
4.河原子町 2 5
5.東金沢町 18 35
6.東大沼町 13 34
7.森山町 4 16
8.水木町 2 8
9.大みか町 4 17
10.久慈町 18 52
沿線区域計 78 218
12.日立地区 21 133
13.多賀地区 21 171
14.南部地区 10 59
15.北・西部地区 7 50
区域外の市内計 59 413
16.常陸太田 9 66
17.東海以南 18 83
18.高萩・北茨城 7 16
19.大宮大子 0 1
20.福島以北 1 3
市外計 35 169
22.不明 2 11
合計 174 811

週2,3回以上
の回答人数

回答者
総数

1.国分町 1 2
2.鮎川町 1 1
3.東多賀町 6 9
4.河原子町 10 13
5.東金沢町 13 28
6.東大沼町 21 36
7.森山町 10 14
8.水木町 5 14
9.大みか町 4 8
10.久慈町 15 40
沿線区域計 86 165
12.日立地区 10 27
13.多賀地区 18 64
14.南部地区 25 50
15.北・西部地区 4 20
区域外の市内計 57 161
16.常陸太田 1 5
17.東海以南 8 42
18.高萩・北茨城 1 17
20.福島以北 0 4
市外計 10 68
22.不明 1 5
合計 154 399
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2) 現住所 

○ 「週 2,3 回」以上利用するとの回答割合は、現住所が沿線区域の人に限ると通勤者で約

36％、通学者で約 52％と極めて高い。 

○ 沿線以外からの通勤通学者の場合、「週 2,3 回」以上利用するとの回答割合は低めとなる

が、回答者の総数でみると沿線区域外からの通勤通学者も多いので、沿線区域以外居住

者の利用促進も利用拡大にとって有効と考えられる。 

○ 学校調査でも、現住所が沿線区域の場合に利用意向が高い傾向がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 現住所別の利用意向（事業所の通勤者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 現住所別の利用意向（高校の通学者） 
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週2,3回以上
の回答人数

回答者
総数

バス 39 88
鉄道 45 127
自動車 59 440
二輪車 15 58
徒歩 16 98
全手段 174 811

週2,3回以上
の回答人数

回答者
総数

バス 10 19
鉄道 67 182
自動車 8 21
二輪車 48 130
徒歩等 21 47
全手段 154 399
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２．現状の交通手段利用とニーズの関係 

 

○ 「週 2,3 回」以上利用するとの回答割合は、現在はバス利用の通勤通学者でより高く、

既存路線バスからの転換や乗り継ぎ利用が推察される。 

○ 通勤者について、「週 2,3 回」以上利用するとの回答人数でみると、現在は自動車利用の

人が最も多く、回答人数の三分の一を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 現況交通手段別の利用意向（事業所の通勤者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 現況交通手段別の利用意向（高校の通学者） 
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自宅や通勤通学先から
停留所までの近さ

運賃の安さ

ＪＲや路線バスとの
乗り継ぎやすさ

日立駅や常陸多賀駅
への乗り入れ

運行時間帯の長さ

所要時間の短さ

沿線の病院やスーパー、

公共施設への乗り入れ

定期券や高齢者等
の割引

その他

運賃のわかりやすさ

週2,3回以上 利用しない・無回答 全回答者
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51.9%

35.7%

31.2%

35.1%
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定期券や高齢者等
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ＪＲや路線バスとの
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運賃のわかりやすさ

運行時間帯の長さ

その他

沿線の病院やスーパー、
公共施設への乗り入れ

週2,3回以上 利用しない・無回答 全回答者

３．利用にあたって重視する項目 

（１）運行計画に関わる利用条件 

○ 利用意向が高い人に確実に利用してもらうためには、「運行時刻の正確さ」と通勤者では

「運行頻度の高さ」、通学者では「運賃の安さ」が重要である。これらの項目は、「週 2,3

回」以上利用するとの回答者については 50％以上の回答割合となっている。 

○ 上記３項目は居住者調査でも割合が高い。居住者調査との相違点としては、通学者の「運

賃の安さ」の割合がより高く、「JR や路線バスとの乗り継ぎやすさ」の割合が低い傾向

がみられる。 

○ 「利用しない・無回答」と回答した通勤者の重視する運行条件では、「運賃の安さ」、「日

立駅や常陸多賀駅への乗り入れ」は利用意向がある人と比べ割合が高い。 

 

     通勤者（13事業所の合計）          通学者（3 高校の合計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 利用意向別にみた運行計画に関わる利用条件 
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○ 沿線区域外に居住する通勤者の利用促進のためには、「自宅や通勤通学先から停留所まで

の近さ」、「運賃の安さ」、「JRや路線バスとの乗り継ぎやすさ」が重要である。 

 

     通勤者（13事業所の合計）          通学者（3 高校の合計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 現住所別にみた運行計画に関わる利用条件 
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（２）施設計画に関わる利用条件 

○ 利用するための施設条件として、沿線居住者調査と同様、通勤通学者とも「運賃支払い

の手続きが簡単なこと」の割合が高い。 

○ 利用意向の有無別にみると、「利用しない・無回答」の通勤者は、「週 2,3 回」以上利用

する通勤者に比べて、「停留所に駐車場や駐輪場があること」の割合が高めになっており、

沿線から離れた人の意向がより強く表れているものと考えられる。 

 

     通勤者（13事業所の合計）          通学者（3 高校の合計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 利用意向別にみた施設計画に関わる利用条件 
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○ 現住所別に比較すると、沿線区域外に居住する通勤者では「停留所に駐車場や駐輪場が

あること」の割合が高めとなっており、利用促進のためには利用圏域の拡大施策が有効

と考えられる。 

 

     通勤者（13事業所の合計）          通学者（3 高校の合計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 現住所別にみた施設計画に関わる利用条件 
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沿線区域への通勤通学者の利用意向調査（事業所・学校調査）結果まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)新交通利用のニーズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)現状の交通手段利用 

とニーズの関係 

 

 

 

 

 

(3)利用にあたって重視

する項目 

 

 

 

 

 

②大規模事業所および多賀高校で利用意

向が高い。 

③利用意向は、利用するとの回答割合で

みると、沿線区域内居住の通勤通学者

の方がより高い。これに対して、沿線

区域外からの通勤通学者は、利用意向

の割合は低いが、総数は沿線区域内居

住者よりも多い。 

④沿線区域外からの通勤者について、「週

2,3 回」以上利用するとの回答割合は

高萩・北茨城で高く、利用するとの回

答人数は日立地区、多賀地区、東海以

南で多い。 

■計画の基本フレーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■施設計画・運行計画 

 

 

 

 

 

 

■支援策等 

 

 

 

 

個人属性からみ

た利用意向 

通勤通学先・現住

所からみた利用

意向 

現況交通手段か

らからみた利用

意向 

運行計画に関わ

る利用条件 

《分析項目》《分析項目》《分析項目》《分析項目》    

①事業所・学校調査でも、全体としては

沿線居住者とほぼ同様の利用意向とな

っている。 

＊「週 2,3 回」以上利用の回答割合は通

勤者で約 21％、通学者で約 39％ 

《主な結果》《主な結果》《主な結果》《主な結果》 

利用者像 

““““沿線区域外から沿線区域外から沿線区域外から沿線区域外から
のののの通勤通学者通勤通学者通勤通学者通勤通学者にににに
もももも利用される公利用される公利用される公利用される公
共交通”共交通”共交通”共交通”    

《《《《利用促進のための重点利用促進のための重点利用促進のための重点利用促進のための重点》》》》    

路線の全体像 

・大規模事業所、高

校へのアクセス 

・日立地区への延伸 

・JR 日立駅、常陸多

賀駅での乗継ぎ

施策 

・自動車から新交通

への転換促進 

・既存路線バスの改

編 

・低運賃 

・利用圏域の拡大 

（駐輪場等） 

⑤「週 2,3 回」以上利用するとの回答割

合は、現在はバス利用の通勤通学者で

高く、既存路線バスからの転換や乗り

継ぎ利用が推察される。 

⑥通勤者について、「週 2,3 回」以上利用

するとの回答人数は、現在は自動車利

用の人が最も多い。 

⑦運行に関わる条件では、居住者調査と

同様、「運行時刻の正確さ」、「運行頻度

の高さ」、「運賃の安さ」の割合が高い。

沿線区域外からの通勤通学者では「自

宅や通勤通学先から停留所までの近

さ」が高い特徴がみられる。 

⑧施設に関わる条件では、居住者調査と

同様、「運賃支払いの手続きが簡単なこ

と」の割合が最も高い。利用するとの

意向がない通勤者および沿線区域外か

らの通勤者では「停留所に駐車場や駐

輪場があること」の割合が高い特徴が

みられる。 

施設計画に関わ

る利用条件 

・定時性 

・高頻度運行 

・停留所までの距離 

・料金収受方法 


